
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
112,075,430

2
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
学校教育施設等管理運営事業
(小・中学校等)

薩摩川内市 104,319,256 104,319,256
総事業費

120,726,262

1 地域活性化措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
学校教育施設等管理運営事業
(幼稚園)

薩摩川内市 87,685,000 87,685,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和8年度

評価年度の設定理由

令和6年度の事業完了後，翌年度の指標をもとに評価するため。

1 地域活性化措置 鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　学校教育施設等管理運営事業(幼稚園)

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
 　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅴ　教育文化　次世代を担う人と文化を育むまちづくり
　　　施策１　未来をたくましく生きる力を育む教育の推進
　　　　②　知・徳・体の調和のとれた生きる力を育む教育の推進
　　　　　◆基礎・基本と活用する力を育むために、自ら学び、磨き高め合う授業づくりに努めます。

【目標】
　学校関係者における年度末評価の平均値　3.6以上／年（令和７年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市城上町ほか６件

交付金事業の概要

　薩摩川内市では、第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画「政策Ⅴ【教育文化】次世代を担う人と文化を育むまちづく
り」の「施策１未来をたくましく生きる力を育む教育の推進」に取り組んでおり、知・徳・体の調和のとれた生きる力を育
む教育の推進、発育段階に応じた幼児教育を展開・維持するため、市内7幼稚園の教諭及び専門員の人件費に電源立地地域
対策交付金を充当しました。

【事業量】
　市内7幼稚園の職員（教諭など）19名、会計年度任用職員（業務専門員など）7名の令和6年4月～令和7年3月分の人件費

番号 措置名 交付金事業の名称

令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

成果目標 成果指標 単位 評価年度

学校関係者における年
度末評価の平均値3.6
以上/年（令和7年度）

令和７年度に幼稚
園において行われ
る学校関係者にお
ける4段階評価の
合計値÷評価を
行った学校関係者
数

成果実績 点

目標値 点 3.6

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費 124,987,059 113,827,017 112,075,430
 平成20年度～令和6年度の総事業費

2,587,540,582円

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　教育委員会　教育部　教育総務課

人件費 雇用
職員（教諭など）19名、会計年度任用職員（業

務専門員など）7名
112,075,430

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　教育委員会　教育部　教育総務課

109,800,000 103,489,714 87,685,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 109,800,000 103,489,714 87,685,000

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

幼稚園教諭、幼稚園教諭業務専門員、養
護教諭業務専門員及び幼稚園行政事務専
門員の雇用量（雇用人数（人）×雇用期
間（月））

活動実績 人月 277 267 266

活動見込 人月 324 324 288

達成度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

交付金事業の定性的な成果及び評価等
　
　本交付金の活用により、市内7幼稚園に在籍する職員（教諭など）19名、会計年度任用職員（業務専門員など）7名の人件
費の一部に充当することができました。これにより、幼稚園の安定的な管理運営体制が確立され幼稚園教育の充実が図ら
れ、園児の健全な育成に寄与することができました。
　各年度の教育課程終了後に実施される「学校関係者における年度末評価の平均値（成果目標）」については、令和8年度
に改めて達成度合いを測定予定です。
　今後も本事業を継続し、更なる幼児教育の充実を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

学校関係者評価委員（各中学校区の学校・幼稚園のＰＴＡ関係者（各1人），地区コミ代表（各1人），教職経験者等の適任
者（中学校区1人），事務局校長（各中学校区1人）※中学校区で20人を超えない範囲。

％ 85.5 82.4 92.4



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

成果実績

目標値

点

点 3.6

学校関係者評価におけ
る、学校の環境整備や
施設の維持管理に係る
2項目の数値平均が3.6
以上/年（令和7年度）

令和７年度に小中
学校において行わ
れる学校関係者評
価における、学校
の環境整備や施設
の維持管理に係る
2項目の4段階評価
の合計値÷評価を
行った学校関係者
数

達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市宮内町ほか33件

2
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　学校教育施設等管理運営事業(小・中学校等)

交付金事業の概要

 
　薩摩川内市では、第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画「政策Ⅴ【教育文化】次世代を担う人と文化を育むまちづく
り」の「施策１未来をたくましく生きる力を育む教育の推進」に取り組んでおり、学校教育環境の保全及び小中学校義務教
育の充実を図り、健全な育成に寄与するため、市内23小学校、10中学校及び１義務教育学校の学校主事及び専門員の人件費
に電源立地地域対策交付金を充当しました。

【事業量】
　市内23小学校、10中学校及び１義務教育学校の学校主事19名、会計年度任用職員（学校用務専門員など）16名の令和6年4
月～令和7年3月分の人件費

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅴ　教育文化　次世代を担う人と文化を育むまちづくり
　　　施策１　未来をたくましく生きる力を育む教育の推進
　　　　②知・徳・体の調和のとれた生きる力を育む教育の推進
　　　　　◆基礎・基本と活用する力を育むために、自ら学び、磨き高め合う授業づくりに努めます。
　
【目標】
　学校関係者評価における、学校の環境整備や施設の維持管理に係る２項目数値平均　3.6以上／年（令和７年度）

事業開始年度

事業期間の設定理由

令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和8年度成果目標 成果指標 単位 評価年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

令和6年度の事業完了後、翌年度の指標をもとに評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
　
　本交付金の活用により、市内23小学校、10中学校及び1義務教育学校の学校主事19名、会計年度任用職員（学校用務専門
員など）16名の人件費の一部に充当することができました。
　これにより、安定的な管理運営体制が確立され、学校教育環境の保全及び小・中・義務教育学校の充実が図られ、生徒の
健全な育成に寄与することができました。
　「学校関係者評価における学校の環境整備や施設の維持管理に係る２項目の数値平均」については、令和8年度に改めて
達成度合いを測定予定です。
　今後も本事業を継続し、小・中・義務教育学校の充実を図る予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

学校関係者評価委員（各中学校区の学校・幼稚園のＰＴＡ関係者（各1人）、地区コミ代表（各1人）、教職経験者等の適任
者（中学校区1人）、事務局校長（各中学校区1人）※中学校区で20人を超えない範囲。

学校主事及び学校用務専門員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間（月））

活動実績 人月 393 408 375

活動見込 人月 444

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

総事業費 117,938,603 127,950,624 120,726,262
 平成20年度～令和6年度の総事業費

2,531,888,644円

交付金充当額 101,582,870 91,481,000 104,319,256

101,582,870 91,481,000 104,319,256

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 学校主事19名及び学校用務専門員16名 120,726,262

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　教育委員会　教育部　教育総務課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　教育委員会　教育部　教育総務課

444 408

達成度 ％ 88.5 91.9 91.9

単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
48,573,800

2
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
川内河口大橋耐震補強事業

薩摩川内市 20,000,000 20,000,000
総事業費

21,257,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
はしご消防自動車オーバーホー
ル事業

薩摩川内市 36,350,000 36,350,000



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

成果目標 成果指標 単位 評価年度

消防局及び消防団の活
動現場における無事故
率（重大事故）100％

（１－（消防局及
び消防団の活動現
場における令和７
年度の重大事故発
生件数÷令和７年
度の活動件数））
×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　はしご消防自動車オーバーホール事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅱ  〔生活環境〕快適で魅力的な住み続けたいまちづくり
　　　施策1　市民の安全確保と防災対応の推進
　　　　②消防・救急体制の充実
　　　　　◆複雑多様化する災害に的確に対応するため、施設や車両及び資機材を年次的に
　　　　　　整備するとともに、職員及び団員の専門的研修により資質の向上に取り組み、
　　　　　　災害対応能力の向上に努めます。

【目標】
　消防局及び消防団の活動現場における無事故率（重大事故）100％（令和７年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市中郷町地内

交付金事業の概要

　火災、救助等の災害事案に対応するためのはしご消防自動車は、当該活動時において故障や不具合等から重大事故を発
生させてはならないことから、事故を未然に防ぐためにも、主要な艤装部を分解整備するオーバーホールが「消防用車両
の安全基準について」で定められています。
　中央消防署配備のはしご消防自動車は前回オーバーホールから5年が経過し、当該基準に基づき２回目のオーバーホール
を行い、故障や不具合等を起因とする災害現場等での重大事故を防ぐことで安全に運用でき、消防力の充実強化に寄与す
るとともに、市民の安全確保を図りました。

【事業量】
　はしご消防自動車オーバーホール（1台）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和8年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

％ 100

評価年度の設定理由

事業実施翌年度（令和7年度）の実績により評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用して火災現場等に対応する車両、はしご消防自動車１台のオーバーホールを行うことができました。
　今回の更新により、各種災害発生時における消防力の充実強化に寄与するとともに、市民の安全確保を図ります。
　なお，活動現場における無事故率は，令和７年度の実績をもって令和８年度に達成度合いを測定し,評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の総事業費等 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

はしご消防自動車オーバーホール整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度

交付金充当額 36,350,000

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　消防局　消防総務課

36,350,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総事業費 48,573,800

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　消防局　消防総務課

はしご消防自動車オーバーホール整備 随意契約（特命） 鹿児島森田ポンプ株式会社（鹿児島市） 48,573,800



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和7年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

交付金事業の概要

　1級市道船間島・久見崎線は、「鹿児島県緊急輸送道路ネットワーク」において第一次緊急輸送道路に指定されている重
要な路線です。川内河口大橋は、昭和56年に架設された橋梁で、主桁床版部の劣化や橋脚のひび割れなど、老朽化による
損傷が著しいことから、道路交通対策事業で補修工事を行い、電源立地地域対策交付金事業で耐震補強工事を行うこと
で、地震直後から発生する緊急輸送を円滑化かつ確実に実施するための道路整備を行いました。

【事業量】
　川内河口大橋耐震補強（Ａ２支承）工事一式

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅳ　〔社会基盤〕安全性と利便性の質を高めるまちづくり
　　　施策4　利便性の高い道路の整備・保全
　　　 ①適切な維持管理等の促進
　　　　◆自然災害などにも強い道路を確保するため、橋梁の計画的な修繕等に努めます。また、国道・県道に
　　　　　おいても、適切な維持管理を促進します。

【目標】
　川内河口大橋の橋梁長寿命化修繕計画における事業費ベースの進捗率100％（令和６年度）

事業開始年度

事業期間の設定理由 川内河口大橋の橋梁長寿命化修繕計画（平成29年度～令和6年度）終期まで

平成29年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市港町地内

2
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　川内河口大橋耐震補強事業

成果実績

目標値

％

％ 100

川内河口大橋の橋梁長
寿命化修繕計画におけ
る事業費ベースの進捗
率100％

令和６年度までの
累計事業費（実
績）÷総事業費
（計画）×100

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

1（橋脚） 1（橋脚）

達成度 ％ 100 100 100

単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　建設部　道路河川課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　建設部　道路河川課

90,000,000 76,600,000 20,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

耐震補強工事 一般競争入札 西日本興業株式会社（薩摩川内市） 21,257,000

交付金充当額 90,000,000 76,600,000 20,000,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

総事業費 110,229,000 84,360,000 21,257,000
平成30年度～令和６年度の総事業費

535,479,000円

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

評価年度の設定理由

川内河口大橋の橋梁長寿命化修繕計画（平成29年度～令和6年度）終期の翌年度に評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用して川内河口大橋の耐震補強工事を実施し、橋梁の一部を耐震化することができました。
　本事業については計画通り進捗し、橋梁の耐震補強を進めることで、利便性の高い道路整備に寄与できるよう取り組む
ことができました。
　なお，川内河口大橋の橋梁長寿命化修繕計画における事業費ベースの進捗率については、令和７年度に改めて度合いを
評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

橋台支承の耐震補強工事

活動実績 基 2（橋脚） 1（橋脚） 1（橋脚）

活動見込 基 2（橋脚）



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
21,200,000

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
里生活支援ハウス改修事業

薩摩川内市 15,785,000 15,785,000



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　里生活支援ハウス改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　政策Ⅰ【健康・福祉】健やかに生き生きと暮らせるまちづくり
　　施策３　「地域が支える高齢者福祉の充実」
　　　③　介護保険事業による居住サービス等の充実
　　　　◆住み慣れた地域で暮らし続けられるよう訪問・通所介護など居宅サービスの確保を図るとともに、
　　　　　介護老人福祉施設やグループホームなど、施設・居宅系サービスの充実に努めます。
　　　　　また、福祉・介護人材等の確保・育成やサービスを提供する事業者への支援・指導を強化し、
　　　　　サービスの維持と質の向上を図ります。

【目標】
　里生活支援ハウス利用者に対する施設運営の満足度　評価基準「普通」以上の割合100％（令和７年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市里町里地内

交付金事業の概要

　
 里生活支援ハウスは、高齢者の心身の健康を保持し、ふれあいを深めるとともに、高齢者及びその介護家族に対する介護
支援機能、居住機能及び交流機能を総合的に提供することにより、高齢者福祉の増進を図るため平成６年に設置したもの
です。開設後約３０年が経過し、経年劣化による修繕を繰り返しながら使用しています。特に空調設備は、室外機が台風
や塩害による被害を受けやすいため、故障による修繕が多く、施設運営に支障があることから空調設備改修工事に交付金
を充当しました。

【事業量】
　●里生活支援ハウス空調設備改修工事　一式
　●既設空調設備更新、室内機９台　室外機８台（重耐塩害仕様）
　●社会福祉協議会甑島支所・相談室　（機器仕様）天カセット４方向形同時ツイン　冷房２０．０kw、暖房２２．４kw
　　食堂・日常動作訓練室　（機器仕様）天井埋込ダクト形ペアタイプ　冷房１２．５kw、暖房１４．０kw
　　介護者教室・休養室　（機器仕様）天井カセット４方向形ペアタイプ　冷房１０．０kw、暖房１１．２kw
　　廊下　（機器仕様）天井カセット２方向形ペアタイプ　冷房７．１kw、暖房８．０kw
　　脱衣室１・２　（機器仕様）天井カセット２方向形ペアタイプ　冷房３．６kw、暖房４．０kw

令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

事業期間の設定理由

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

式 1

達成度 ％ 100

里生活支援ハウス利用
者に対する施設運営の
満足度評価基準「普
通」以上の割合100％

令和７年度施設利
用者に対する施設
運営の満足度調査
において、評価基
準「普通」以上と
回答した人数÷調
査回答者数×100交付金事業の成果目標

及び成果実績

令和7年度

評価年度の設定理由

事業完了の翌年度に実施する施設利用の満足度調査により評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

単位 評価年度

成果実績

目標値

達成度

％

％

％

100

　本事業を活用して、里生活支援ハウスの空調設備を改修することができました。
　今回の更新により、施設運営状況を改善し、サービスの維持と質の向上に努めることで高齢者福祉の増進を図ります。
　なお、里生活支援ハウス利用者に対する施設運営の満足度は、令和７年度の施設利用者に対する調査をもって、改めて
評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

成果目標 成果指標

交付金事業の総事業費等 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費 21,200,000

活動指標 単位 令和6年度

里生活支援ハウス空調設備改修工事

活動実績 式 1

活動見込

交付金充当額 15,785,000

15,785,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　保健福祉部　高齢・介護福祉課

里生活支援ハウス空調設備改修工事 一般競争入札 野島電工株式会社（薩摩川内市） 21,200,000

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　保健福祉部　高齢・介護福祉課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
3,956,000

2
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
上甑島診療所整備事業

薩摩川内市 28,125,000 28,125,000 総事業費
39,799,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
平佐西かわまちづくり河川空間
整備事業

薩摩川内市 2,870,000 2,870,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由

令和9年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

平佐リバーパーク年間
利用者数500人以上

令和８年度におけ
る平佐リバーパー
クの年間利用者数

成果実績 人

目標値 人 500

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　平佐西かわまちづくり河川空間整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅱ　生活環境　快適で魅力的な住み続けたいまちづくり
　　　施策４　公園等の整備・維持管理と良好な景観形成の推進
　　　　①　公園等の整備
　　　　　◆ 豊かな自然環境や地域の特性を生かしながら、河川空間の有効利用や市民の多様なニーズ等に対応した、
　　　　　　快適で利用しやすい公園等の整備に努めます。

【目標】
　平佐リバーパーク年間利用者数500人以上（令和８年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市天辰町地内

交付金事業の概要

　国土交通省の河川環境整備事業（かわまちづくり）により整備された河川空間を利活用して、川が有する地域特有の魅
力を活かし、まちと一体となった取組により、地域ブランドの向上や、地域活性化を実現するため、電源立地地域対策交
付金を活用して、公園施設、設備設置により公園化する整備事業に必要な実施設計を行いました。
　また、完成した河川空間を地域で維持管理等を行うことにより、美化意識や愛護心、地域の団結力などの向上を図りつ
つ、元々未整備であることから、新たに開催されるイベントや催し、スポーツ大会等を通じて、これまで以上に地域内の
交流をはじめ、地域外との交流が促進され、ひいては、本市の交流人口の増加にもつながるとともに、運動やウォーキン
グなどの利用も促進され、健康増進にもつながることが期待されます。

【事業量】
 トイレ及び倉庫設置に係る実施設計業務委託一式

令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

番号 措置名 交付金事業の名称

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費 3,956,000

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　建設部　建設政策課

薩摩川内市　建設部　建設政策課

2,870,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 2,870,000

交付金事業の総事業費等 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

設計業務及び工事

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

年間を通した利用が可能となる予定の令和8年度の指標により評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用し、トイレ及び倉庫設置に係る実施設計を行うことができました。今後も川が有する地域特有の魅力を
活かし、まちと一体となった取組により、地域ブランドの向上や、地域活性化を実現するため、快適で利用しやすい河川
空間の整備に努めます。
　なお、成果指標については、令和９年度に改めて評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

％ 100

トイレ・倉庫実施設計業務委託 指名競争入札 数奇楽舎・空設計共同企業体（薩摩川内市） 3,956,000

交付金事業の担当課室



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

成果実績

目標値

％

％ 70
医療体制に対する満足
度70％

医療体制に対して
「満足」と回答し
た人数÷令和９年
度住民アンケート
回答者数×100 達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市上甑町地内

2
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　上甑島診療所整備事業

交付金事業の概要

　
　甑島島内には１２施設の市立診療所があり、このうち常勤医のいる診療所は５施設で、残りの７施設は出張診療所と
なっています。少子・高齢化の進行により診療所の受診者は年々減少し診療収入も減少している状況です。また、診療所
は築40年以上経過しているものが大半を占め、老朽化が著しく、維持管理コストが高いため、計画的整備が必要です。そ
うしたことから令和８年４月を目標に、上甑診療所に里診療所及び鹿島診療所を集約し、上甑島診療所を整備する計画を
登載した甑島診療所再編方針を令和４年２月に策定し、その計画に則り、地域住民から信頼される安全・安心な医療を提
供し市民福祉の向上を図るため、上甑島診療所を建設するための実施設計を実施しました。

【事業量】
　上甑島診療所整備に係る実施設計業務委託一式、地質調査業務委託一式

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画（後期：令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅰ　〔健康・福祉〕健やかに生き生きと暮らせるまちづくり
　　　施策１　生涯を通じた健康づくりの推進と医療体制の充実
　　　　◆甑島地域の医療体制については、診療施設の効率的配置及び充実を図り、医師、看護師の負担を軽減
　　　　　することによる安定的な医療体制の確保に努めます。

【目標】
　医療体制に対する満足度　70％（令和９年度）

事業開始年度

事業期間の設定理由 令和5年度に基本設計、令和6年度に実施設計、令和7年度及び令和8年度に工事を施工するため。

令和5年度 事業終了（予定）年度 令和8年度

令和10年度成果目標 成果指標 単位 評価年度



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業完了の翌年度の指標を成果として評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用し、上甑島診療所を建設するための実施設計及び地質調査を行うことができました。今後も甑島区域の
診療施設の効率的配置および充実を図り、医師、看護師の負担を軽減することで安定的な医療体制の確保に努めます。
　なお、成果指標については、令和10年度に改めて評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

設計・調査業務委託及び工事

活動実績 式 1 2

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和5年度 令和6年度 備考

総事業費 14,300,000 39,799,000
令和5年度～令和6年度総事業費

54,099,000円

交付金充当額 10,000,000 28,125,000

10,000,000 28,125,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

実施設計業務委託 指名競争入札 株式会社アシスト設計（薩摩川内市） 34,650,000

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　保健福祉部　市民健康課

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　保健福祉部　市民健康課

地質調査業務委託 指名競争入札 株式会社日本ジオテック（鹿児島市） 5,149,000

2

達成度 ％ 100 100

単位 令和5年度 令和6年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
6,479,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
長浜地区コミュニティセンター
新築工事事業

薩摩川内市 4,550,000 4,550,000



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由
　令和5年度に地質調査・設計業務委託，令和6年度に造成設計業務委託，令和7年度に造成工事を実施し，令和8年度に工
事を施工するため。

達成度 ％

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和9年度成果目標 成果指標

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　長浜地区コミュニティセンター新築工事事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

 【主要政策・施策】
　　第2次薩摩川内市総合計画（平成27年度～令和6年度）
　　政策Ⅵ　【地域経営】　市民みんなで考え，行動するまちづくり
　　　施策1　地域力を発揮するコミュニティ活動等への支援
　　　　①地域の自立・活性化への支援
　　　　 ・ 共生・協働による地域づくりを進めるため，コミュニティ活動拠点施設の整備・改修等を実施します。

 【目標】
　　主体的に地域の課題解決に取り組み，自立した地域づくりが実践されている。

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市下甑町長浜地内

交付金事業の概要

　長浜地区コミュニティセンターは築年数50年を経過し，老朽化が進行しています。また，建物は２階建で，エレベー
ターは無く，敷地は車道に面しておらず利便性が低い状況です。今般，コミュニティ活動拠点施設としての機能充実を図
るほか，共生・協働による地域づくりの促進に寄与するため，移転・建替えを行うものです。同施設は避難所としても指
定されており，地域の防災拠点施設としての機能確保も図られます。

【事業量】
　造成設計業務委託

令和5年度 事業終了（予定）年度 令和8年度

単位 評価年度

施設に対する満足度の
割合　70％

令和９年度の長浜
地区コミュニティ
センター利用者ア
ンケートで満足と
回答した人数÷ア
ケート回答者数×
100

成果実績 ％

目標値 ％ 70



うち文部科学省分

うち経済産業省分

式 2 1

達成度 ％ 100 100

評価年度の設定理由

事業完了の翌年度に評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用して，長浜地区コミュニティセンターの整備に係る造成設計を行うことができました。
　今回の造成設計をもとに，令和７年度に造成工事，令和８年度に新築工事を行い，コミュニティ活動拠点施設としての
機能維持を図るほか，共生・協働による地域づくりの促進に役立てます。
　なお，成果目標については，令和９年度に改めて評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の総事業費等 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度 令和6年度

業務委託及び工事

活動実績 式 2 1

活動見込

契約金額

交付金充当額 17,000,000 4,550,000

総事業費 21,216,000 6,479,000
令和５年度～令和６年度総事業費

27,695,000円

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　未来政策部　コミュニティ課

造成設計業務 一般競争入札 株式会社大進（鹿児島市） 6,479,000

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　未来政策部　コミュニティ課

17,000,000 4,550,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
5,107,915

1 給付金加算等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
原子力発電施設周辺地域加算給
付金交付事業

いちき串木野市 5,107,915 5,107,915



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

1 給付金加算等措置 鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　原子力発電施設周辺地域加算給付金交付事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

　小売電気事業者等から電気の供給を受けている住民・企業等に給付金を交付することで，原子力関連施設の設置・運転
の理解促進を図るとともに，地域住民の福祉の向上を図ります。

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 いちき串木野市

交付金事業実施場所 いちき串木野市羽島・荒川地区

交付金事業の概要 小売電気業者等から電気の供給を受けている一般家庭，工場等に対する給付金

令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和7年度

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施。

100

成果目標 成果指標 単位 評価年度

給付金を必要とする者
への支給率100％

支給実績による

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100



うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費 5,518,994 5,119,282 5,107,915
平成16年度～令和6年度の総事業費

120,174,942円

円 5,061,495 5,164,689 5,023,191

達成度 ％ 91.1 89.1 91.5

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

交付金事業の定性的な成果及び評価等

 
　当該地区の電灯需要家及び電力需要家に対して、従来の原子力立地給付金に加算（電灯需要家1戸あたり250円・電力需
要家1kWあたり63円）することで、住民の不均衡感を取り除き、地区住民の生活の安定を確保するとともに、原子力発電の
必要性についての理解につながり、地域住民の福祉の向上を図ることができました。

加算給付金交付実績
・電灯需要家3,432,000円（250円×13,728戸）
・電力需要家1,163,235円
 ①　１kWあたり（63円×18,465kW＝1,163,295円）
 ②　0.5kW減額調整（0.5円×10口×12月＝60.0円）
 ③　①－②（1,163,295円－60円＝1,163,235円）

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

加算給付金の給付額（電灯需要家契約口
数×250円＋電力需要家契約kW数×63円）

活動実績 円 4,610,403 4,604,019 4,595,235

活動見込

交付金充当額 5,518,994 5,119,282 5,107,915

5,518,994 5,119,282 5,107,915

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 いちき串木野市企画政策課

加算給付金の交付 補助
一般財団法人電源地域振興センター（東京都
中央区）

5,107,915

交付金事業の担当課室 いちき串木野市企画政策課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

2
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
図書館及び郷土資料館指定管理
事業

阿久根市 21,445,904 21,445,904

公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
葬斎場指定管理事業

阿久根市 13,000,000 13,000,000

総事業費
14,625,000

総事業費
21,571,500

総事業費
14,265,000

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
番所丘公園指定管理事業

阿久根市 14,400,000 14,400,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
10,050,000

4
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
にぎわい交流館阿久根駅指定管
理事業

阿久根市 10,000,000 10,000,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

3



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和6年度

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

単位

成果実績 ％ 93

成果目標 成果指標 評価年度

番所丘公園の施設運
営・利用に対する満足
度　100％

番所丘公園の施設
運営・利用に対す
る令和6年度アン
ケート調査：満足
していると回答し
た人数÷アンケー
ト回答数×100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 93

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市西目地内

交付金事業の概要

　阿久根市は，第2期人口ビジョン及び総合戦略の「阿久根市まちづくりビジョン」に基づき，観光の振興による交流人
口の拡大に向け，芝広場，アスレチック遊具やゴーカート場などを敷設する都市公園の特色を最大限活用するため，管理
運営業務委託費に電源立地地域対策交付金を充当し，利用者が快適かつ安全に過ごすことができるよう，効果的かつ効率
的な管理運営に努めました。

 【事業量】
   番所丘公園管理運営業務に係る委託費（令和6年7月～令和7年3月分の9か月分）

事業期間の設定理由 指定管理者制度による指定管理期間の終了まで

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第２期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）（令和２年度～令和６年度）
　基本目標２　地域の魅力が広がる「つながり」のまち
　　基本政策１　観光の振興
　　　①　観光の振興
　　　　・憩いの場である番所丘公園や大島公園などの都市公園の効用を更に高めるための環境整備に努めるととも
        に，民間のノウハウを積極的に活用した施設の管理運営を行いながら，イベントの開催等を通じた観光の振
　　　　興を図ります。

【目標】
　番所丘公園の施設運営・利用に対する満足度100%（令和6年度）

令和4年度 事業終了（予定）年度 令和8年度

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　番所丘公園指定管理事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 阿久根市都市建設課

交付金事業の担当課室 阿久根市都市建設課

交付金事業の契約の概要

総事業費 13,875,000 14,625,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

随意契約（公募）番所丘公園管理運営業務に係る委託費
株式会社　日本水泳振興会

（東京都中野区）
14,625,000

11,000,000 12,000,000 14,400,000

14,625,000
平成28年度～令和6年度の総事業費

123,819,000円

交付金充当額 11,000,000 12,000,000 14,400,000

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

指定管理料の充当月数 活動見込 月 9 9 9

達成度 ％ 100

9 9

単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

活動実績

100 100

月 9

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　
　本交付金の活用により，利用者が快適かつ安全に過ごすことができるよう，適切な維持・管理運営を行うことができま
した。
　これにより，都市公園の特色を生かした様々なコミュニティ活動の幅が広がることが期待されます。
　施設運営・利用に対する満足度について，令和6年度に実施したアンケート結果により算出したところ，利用者満足度
は93％で成果目標を達成することはできませんでしたが，次年度以降の改善として，アンケートによって得られた利用者
の意見等を参考にし，施設の一層の利便性向上を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

％ 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第２期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）（令和２年度～令和６年度）
　　基本目標５　豊かな心が育まれ文化の薫るまち
　　　基本政策２　生涯学習の推進と社会教育の充実
　　　　①　生涯学習の推進
　　　　　・移動図書館や読み聞かせ会，親子読書の実施・サポートに努めます。

【目標】
　図書館及び郷土資料館の施設運営に対する満足度100％（令和6年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和10年度

事業期間の設定理由 指定管理者制度による指定管理期間の終了まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

図書館及び郷土資料館
の施設運営に対する満
足度100％

（1-（令和6年度
に図書館及び郷土
資料館に寄せられ
た意見・苦情件数
÷来館者数））×
100

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度

2
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　図書館及び郷土資料館指定管理事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市高松町地内

交付金事業の概要

　
　阿久根市は，第2期人口ビジョン及び総合戦略の「阿久根市まちづくりビジョン」に基づき，生涯学習の推進に向け，
幼少期からの読書機会の提供を継続するとともに，専門職員（司書）による的確な情報の提供や読書案内，市民に役立つ
情報源の収集・発信など利用者の情報ニーズに応える体制を保つため，また，利用者が快適に過ごすことができるよう，
効果的かつ効率的な管理運営運営を行うため，阿久根市立図書館及び郷土資料館の管理運営業務委託費に電源立地地域対
策交付金を充当し，利用者が快適に過ごすことができるよう，効果的かつ効率的な管理運営に努めました。

 【事業費】
　 図書館及び郷土資料館管理運営業務に係る委託費（令和6年7月～令和7年3月分の9か月分）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 阿久根市教育委員会生涯学習課

交付金事業の評価課室 阿久根市教育委員会生涯学習課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

図書館及び郷土資料館管理運営業務に係
る委託費

随意契約（公募）
特定非営利活動法人　ぷれでお

（阿久根市）
21,571,500

11,000,000 12,000,000 21,445,904

交付金事業の契約の概要

総事業費 19,500,000 19,500,000 21,571,500
平成28年度～令和6年度の総事業費
173,598,500円

交付金充当額 11,000,000 12,000,000 21,445,904

9 9

達成度 ％ 100 100 100

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，利用者が快適に過ごすことができるよう，適切な維持・管理運営を行うことができました。こ
れにより，年齢を問わず地域住民が集う交流地として，利用促進が期待できます。
　図書館及び郷土資料館の施設運営に対する満足度について，令和6年度は100％で成果目標を達成することができまし
た。引き続き，地域住民の生涯にわたる学び場として，施設の機能維持及び利便性向上を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

指定管理料の充当月数

活動実績 月 9 9 9

活動見込 月 9



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由 指定管理者制度による指定管理期間の終了まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

葬斎場の施設運営に対
する満足度100％

（1-（令和6年度
に葬斎場に寄せら
れた意見・苦情件
数÷利用件数））
×100

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市西目地内

交付金事業の概要

　
　阿久根市葬斎場「佛石の里」は，市唯一の葬斎場であり，暮らしを支える生活基盤の形成に向け，葬斎場という施設の
性質を考慮した利用者への配慮に加え，火葬場機能の適切な管理を行うため，葬祭場の管理運営業務委託費に電源立地地
域対策交付金を充当し，利用者が故人と安らかに分かれを告げるにふさわしい場の提供に努めました。

 【事業費】
　 葬斎場管理運営業務に係る委託費（令和6年7月～令和7年3月分の9か月分）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市過疎地域持続的発展計画（令和３年度～令和７年度）
　　第６章　生活環境の整備
　　　２　その対策
　　　　Ⅳ　火葬場
　　　　　　施設の長寿命化を図るため，「阿久根市葬斎場個別施設計画」を基に「阿久根市葬斎場長寿命化実施計画」
　　　　　を作成し，費用負担の軽減・平準化を図る。

【目標】
　葬斎場の施設運営に対する満足度100％（令和6年度）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和7年度

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　葬斎場指定管理事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 阿久根市環境水産課

交付金事業の評価課室 阿久根市環境水産課

11,000,000 12,000,000 13,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

葬斎場指定管理運営業務に係る委託費 随意契約（公募）
有限会社　本石材店

（阿久根市）
14,265,000

交付金充当額 11,000,000 12,000,000 13,000,000

100

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

総事業費 14,265,000 14,265,000 14,265,000
平成28年度～令和6年度の総事業費
123,073,500円

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

指定管理料の充当月数

活動実績 月 9 9 9

活動見込 月 9 9 9

達成度 ％ 100 100

交付金事業の定性的な成果及び評価等
　
　本交付金の活用により，専門知識を有する職員を配置し，故人との最後の別れを告げるふさわしい場として，施設の適
切な維持・管理運営を行うことができました。これにより，使用者の心情に配慮したきめ細かいサービスの提供が期待で
きます。
　葬斎場の施設運営に対する満足度について，令和6年度は100％で成果目標を達成することができました。引き続き，施
設の適切な維持管理に努めます。



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由 指定管理者制度による指定管理期間の終了まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

にぎわい交流館阿久根
駅の施設運営に対する
満足度100％

（1-（令和6年度
ににぎわい交流館
阿久根駅に寄せら
れた意見・苦情件
数÷来場者数））
×100

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市栄町地内

交付金事業の概要

　
　阿久根市は，第2期人口ビジョン及び総合戦略の「阿久根市まちづくりビジョン」に基づき，観光の振興による交流人
口の増加に向け，肥薩おれんじ鉄道阿久根駅の駅機能のほか，食堂や売店，キッズスペース，待合ホールを併設する施設
の特色を最大限活用するため，当該施設の管理運営業務委託費に電源立地地域対策交付金を充当し，利用者が快適に過ご
すことができるよう，効果的かつ効率的な管理運営に努めました。

 【事業費】
　 にぎわい交流館阿久根駅管理運営業務に係る委託費（令和6年7月～令和7年3月分の9か月分）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第２期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）（令和２年度～令和６年度）
　　基本目標２　地域の魅力が広がる「つながり」のまち
　　　基本政策１　観光の振興
　　　　①　観光の振興
　　　　　・にぎわい交流館阿久根駅，道の駅阿久根については，指定管理者による適正な運営のもと，観光客だけで
　　　　　なく広く市民にも利用される取組を推進します。
　
【目標】
  にぎわい交流館阿久根駅の施設運営に対する満足度100％（令和6年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和10年度

番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　にぎわい交流館阿久根駅指定管理事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 阿久根市商工観光課

交付金事業の評価課室 阿久根市商工観光課

8,000,000 10,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

にぎわい交流館阿久根駅指定管理運営業
務に係る委託費

随意契約（公募）
株式会社　あくねや

（阿久根市）
10,050,000

交付金充当額 8,000,000 10,000,000

交付金事業の総事業費等 令和5年度 令和6年度 備考

総事業費 8,760,000 10,050,000
令和5年度～令和6年度の総事業費
18,810,000円

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度 令和6年度

指定管理料の充当月数

活動実績 月 9 9

活動見込 月 9 9

達成度 ％ 100 100

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，市における地域活性化の拠点施設としての適切な維持・管理運営を行うことができました。こ
れにより，多くの人が集う交流地として，利用促進が期待できます。
　にぎわい交流館阿久根駅の施設運営に対する満足度について，令和6年度は100％で成果目標を達成できました。引き続
き，市の玄関口として，施設の機能維持及び利便性向上を図ります。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
16,900,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
消防団普通消防積載車整備事業

阿久根市 15,000,000 15,000,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　消防団普通消防積載車整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第2期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）（令和2年度～令和6年度）
　　基本目標4　快適・安全で潤いとやすらぎのあるまち

基本政策3　消防・防災対策の充実
施策分類②　消防体制の整備

・火災予防について啓発広報を実施するとともに，計画的な消防資機材の整備を進めます。
（目標）
　消防団の活動現場における無事故率（重大事故）100％（令和７年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

成果目標 成果指標 評価年度

消防団の活動現場にお
ける無事故率（重大事
故）100％

（1-（令和７年度
の活動現場におけ
る重大事故発生件
数÷活動件数）×

100

目標値 ％ 100

達成度 ％

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市脇本地内他１件

交付金事業の概要

　阿久根市では，更新計画に基づき，各地域の消防分団に配備されている普通消防積載車の更新を行っています。
　三笠分団瀬之浦班及び中央分団積載班の車両は，配備から26年が経過し，老朽化による走行性能の低下と附属品の一部
欠陥が見受けられます。適切な消防体制の充実を図るため、普通消防積載車整備に電源立地地域対策交付金を充当しまし
た。

 （事業量）
　 普通消防積載車（2台，全長6,000㎜以内，幅1,820㎜以内，高さ2,700㎜以内，艤装費，積載品及び附属品）

事業期間の設定理由

令和8年度単位

成果実績 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

100 100

台 2

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施翌年度（令和7年度）の実績により評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金の活用により，老朽化による走行性能の低下と附属品の一部欠陥が生じていた普通消防積載車2台を更新するこ
とができました。これにより，消防団員の安全確保及び迅速な消火作業が可能となり，消防体制の充実が図られました。
　なお，消防団の活動現場における無事故率は，令和7年度の実績をもって令和8年度に達成度合いを測定し,評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

消防団普通消防積載車整備台数 活動見込 台 2 2 2

達成度 ％ 100

2 2

単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

活動実績

総事業費 16,269,326 17,369,000 16,900,000
平成30年度～令和6年度の総事業費

100,691,074円

交付金充当額 15,600,000 15,000,000 15,000,000

15,600,000 15,000,000 15,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 阿久根市総務課

交付金事業の担当課室 阿久根市総務課

指名競争入札普通消防積載車の購入 株式会社ナカムラ消防化学（鹿児島市） 16,900,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
5,729,460

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
消防分団小型動力ポンプ整備事
業

阿久根市 4,000,000 4,000,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

消防団の活動現場
における無事故率
（重大事故）
100％

（1-（活動現場に
おける令和７年度
の重大事故発生件
数÷令和７年度の
活動件数）×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　消防分団小型動力ポンプ整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第2期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）（令和2年度～令和6年度）
　　基本目標4　快適・安全で潤いとやすらぎのあるのまち
　　　基本政策3　消防・防災体制の充実
　　　　施策分類②　消防体制の整備
　　　　・火災予防について啓発広報を実施するとともに，計画的な消防資機材の整備を進めます。

【目標】
　消防団の活動現場における無事故率（重大事故）100％

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市脇本地内

交付金事業の概要

　阿久根市では，更新計画に基づき，各地域の消防団に配備された小型動力ポンプの更新を行っています。
　三笠分団桐野班及び同分団黒之浜班の小型動力ポンプは，令和5年度末で配備から15年以上経過し，老朽化による不具合
が生じています。最新鋭のポンプを購入配備することで，迅速かつ的確な現場活動が期待されるため，電源立地地域対策
交付金を充当しました。

 【事業量】
　 消防分団小型動力ポンプ（2台，艤装，積載品及び附属品）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 阿久根市総務課

小型動力ポンプの購入 指名競争入札 株式会社ＫＳＢ（鹿児島市） 5,729,460

交付金事業の担当課室 阿久根市総務課

0 0

4,000,000 4,000,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 5,610,000 5,729,460
令和5年度～令和6年度の総事業費

11,339,460円

交付金充当額 4,000,000 4,000,000

交付金事業の総事業費等 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度 令和6年度

2

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 100 100

消防団小型動力ポンプ整備

活動実績 台 2 2

活動見込 台 2

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施翌年度（令和7年度）の実績により評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，経年劣化による不具合等が生じていた小型動力ポンプ２台を更新することができました。
　これにより，消防団員の安全確保及び迅速な消火作業が可能となり，消防体制の充実が図られました。
　なお，消防団の活動現場における無事故率は，令和7年度の実績をもって令和8年度に達成度合いを測定し，評価しま
す。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
6,275,970

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
道路維持トラック整備事業

阿久根市 5,000,000 5,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　道路維持トラック整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第2期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）（令和2年度～令和6年度）
　　基本目標4　快適・安全で潤いとやすらぎのあるまち
　　　基本政策2　暮らしを支える生活基盤の形成
　　　　施策分類②　社会資本等の整備
　　　　・市道の補修等適切な維持管理を行うとともに，特に橋りょうについては橋梁長寿命化修繕計画に基づき，
　　　　　安全性確保のための改修を進めます。

　（目標）
　　住民要望対応率　80％（令和７年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市鶴見町

交付金事業の概要

　市道の維持・修繕に関する要望は約200件/年程度受けている中，小規模の崩土，倒木及び陥没等については，道路維持
作業班が対応しています。
　道路維持作業班で使用しているトラックは，配備から16年が経過し，老朽化により一部不具合が見受けられます。道路
維持トラックを購入配備することで，市民等からの要望への対応をより迅速化し，利用者の安全性を確保が期待されるた
め，電源立地地域対策交付金を充当しました。

【事業量】
　道路維持トラックの更新（1台，全長4,700mm以内，全幅1,700mm以内，全高2,400mm以内（散光式警光灯を含む），艤
装，積載品及び附属品）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

住民要望対応率
80％

令和７年度住民要
望件数÷道路維持
作業班処理件数×
100

成果実績 ％

目標値 ％ 80

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施翌年度早期に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，老朽化により不具合が生じていたトラックを更新することができました。これにより，市民等
からの要望に対し，迅速，かつ，きめ細やかな対応が期待できます。
　なお，成果目標である住民要望対応率は，令和7年度の実績をもって令和8年度に達成度合いを測定し,評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 100

道路維持トラック整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の総事業費等 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

総事業費 6,275,970

交付金充当額 5,000,000

5,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 阿久根市都市建設課

道路維持トラックの購入 指名競争入札
いすゞ自動車九州株式会社川内支店

（薩摩川内市）
6,275,970

交付金事業の担当課室 阿久根市都市建設課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

備 考

総事業費
5,390,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
紫尾地区水質監視機器購入事業

さつま町 4,900,000 4,900,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町紫尾地内

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画（令和３年度～令和７年度）
　【基本目標Ⅶ】みんなに優しく魅力あふれるまち
　　基本施策－23　安心・安全な水が安定供給されるまちづくり
　　　(1)良質な水道の安定供給
　　　　◆水道法に基づき実施している原水や浄水の水質検査結果の監視・公表を継続するとともに，突発的な水
　　　　質異常にも対応できるよう関係機関との連携強化を図ります。
　　　　　基本項目の展開：②水質検査結果の監視・公表

【目標】
　残留塩素濃度が0.1㎎/L以上の保持率100％（令和７年度）
　送配水施設入口で0.1度以下の濁度の保持率100％（令和７年度）

　紫尾地区の水道施設は、昭和56・57年度に簡易水道施設整備事業により整備されました。現在設置されている高感度濁
度計及び残留塩素測定器は、平成８年度から15年度にかけて整備され、20年以上が経過しています。
　濁度については「水道施設の技術的基準を定める省令」で汚染のおそれがある水源の場合は、ろ過施設を有しろ過池等
の出口で0.1度以下に維持することとなっており、残留塩素濃度については、水道法で定められている規定では「給水末端
で0.1mg/L以上の濃度」を確保することとなっているため、常時監視が不可欠となっており、濁度及び残留塩素濃度を測定
し、ろ過池の維持や塩素注入を調整しています。
　機器については定期点検を行い、その都度修繕を行ってきましたが、20年以上を経過し不具合や修繕の頻度も高くなっ
てきています。また、修繕の際には必要な部品が製造元から供給に時間がかかることが増えてメンテナンスが困難となっ
ています。
　第２次さつま町総合振興計画後期基本計画で定めている「良質な水道の安定供給」に基づき、配水池内の濁度及び残留
塩素濃度を正確に測定し、給水区域内の水道水の濁度及び残留塩素濃度を安定させるため、電源立地地域対策交付金を活
用して機器を更新しました。

【事業量】
　　残留塩素測定器（自立型）　1台　　残留塩素測定器（壁掛型）　1台　　高感度濁度計　1台

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　紫尾地区水質監視機器購入事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由



うち文部科学省分

うち経済産業省分

送配水施設入口で
0.1度以下の濁度
の保持率100％

送配水施設入口で
0.1度以下の濁度
の日数÷365（令
和7年度の日数）
×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

評価年度の設定理由

機器設置後１年間の実績で評価を行うため。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、給水区域内の水道水の残留塩素濃度を安定させることができました。今後も機器の維持管理を
徹底し、水質事故がないように努めていきます。
　「残留塩素濃度が0.1㎎/L以上の保持率100％及び送配水施設入口で0.1度以下の濁度の保持率100％」については、令和
８年度に改めて達成度合いを評価する予定です。

達成度 % 100

水質監視機器購入台数

活動実績 台 3

活動見込 台 3

4,900,000

総事業費 5,390,000

交付金充当額 4,900,000

交付金事業の総事業費等 令和6年度

成果実績 ％

目標値 ％ 100
残留塩素濃度が
0.1㎎/L以上の保
持率100％

残留塩素濃度が
0.1㎎/L以上の
日数÷365（令和7
年度の日数）× 
100 達成度 ％

備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の担当課室 さつま町水道課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 さつま町水道課

株式会社ウォーターテック西日本支店(福岡県
福岡市)

水質監視機器購入 指名競争入札 5,390,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

備 考

総事業費
5,093,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
鶴田中央浄水場非常用発電機設
備購入事業

さつま町 3,500,000 3,500,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画（令和３年度～令和７年度）
　【基本目標Ⅶ】みんなに優しく魅力あふれるまち
　　基本施策－23　安心・安全な水が安定供給されるまちづくり
　　　(2)災害に強いライフライン
　　　　◆災害時等においても給水できるよう，断水区域の狭小化を図るための給水区域内の連絡管や非常用電
　　　　源装置の整備と併せ，広域支援体制等バックアップ機能の強化を図ります。
　　　　基本項目の展開：②災害に強い水道施設の整備

【目標】
　鶴田中央地区給水区域内における給水率　100％（令和７年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町鶴田地内

交付金事業の概要

　鶴田中央浄水場は，昭和39年度に国道267号周辺を給水区域として創設され，４度の区域拡張を経て現在に至っていま
す。非常用発電機については昭和59年度の第３次拡張事業の際に設置されていますが，近年故障も多くなり部品供給も非
常に厳しくなっており，不具合が発生し復旧に長期間を要することとなれば停電等の商用電源喪失時に浄水作業が止まっ
てしまい，配水池への送水もできなくなり区域内が断水となってしまいます。
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画で定めている「災害に強いライフライン」に基づき，災害等における停電
時において必要量の電源を確保し，給水区域内の断水を防止するため，電源立地地域対策交付金を活用して機器を更新し
ました。

【事業量】
　非常用発電機（60kVA）１台，自動起動盤１台

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　鶴田中央浄水場非常用発電機設備購入事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

成果実績 ％

目標値 ％ 100
鶴田中央給水区域
内における給水率
100％

鶴田中央給水区域
内における給水日
数÷365（令和７
年度の日数）×
100 達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業により，災害等による停電時にも電源が確保でき，鶴田中央給水区域内の危機管理体制の充実が図られました。
　今後も，大規模災害等に備えて危機管理体制の充実を図ります。
　「鶴田中央給水区域内における給水率100％」については，令和８年度に達成度合いを測定予定です。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

発電機設備を購入し、設置後の１年間における停電時等での断水戸数を評価するため。

無

達成度 % 100

非常用発電機設備の設置台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

非常用発電機設備購入 指名競争入札 太田機工株式会社宮之城営業所(さつま町) 5,093,000

交付金事業の担当課室 さつま町水道課

3,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 さつま町水道課

総事業費 5,093,000

交付金充当額 3,500,000

交付金事業の総事業費等 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
21,010,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
さつま町消防団水槽付小型動力
ポンプ積載車整備事業

さつま町 19,000,000 19,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

令和８年度単位

成果実績 回

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町平川地内

交付金事業の概要

　さつま町消防団では消防ポンプ自動車の整備から24年が経過し、老朽化による不具合や性能の低下が懸念されていま
す。整備計画に基づき整備を行っておりますが、特に老朽化の激しい平川分団消防ポンプ自動車を電源立地地域対策交付
金を活用し、更新しました。本事業の活用により常備防災体制の充実を図ることで、災害時に有効な消火活動に努めま
す。

【事業量】
　水槽付小型動力ポンプ積載車（型式2RG-NJS88A）１台、艤装　一式、附属品　一式
　長さ517㎝　幅176㎝　高さ239㎝　総重量4920㎏　最大積載量600㎏

事業期間の設定理由

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

成果目標 成果指標 評価年度

点検整備及び資機材取
扱い訓練，合同中継訓

練の実施　26回

令和７年度の点検
整備と資機材取扱
い訓練等の実施回

数の合計

目標値 回 26

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　さつま町消防団水槽付小型動力ポンプ積載車整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画(令和３年度～令和７年度)
　【基本目標Ⅳ】安全・安心の輪を広げるまち
　　基本政策－12　災害に強く安心して暮らせるまちづくり

(2)常備消防体制の充実
◆消防救急活動等に支障を来たさぬよう，高規格救急自動車をはじめ，各種消防車両や救急救助資機材
等の適正時期での更新を計画的に進めます。
基本項目の展開：①消防施設・設備の充実

【目標】
　点検整備及び資機材取扱い訓練、合同中継訓練の実施　26回（令和７年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 さつま町消防本部消防総務課

交付金事業の担当課室 さつま町消防本部消防総務課

指名競争入札消防ポンプ自動車購入 株式会社ＫＳＢ（鹿児島市） 21,010,000

23,000,000 - 19,000,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 24,838,000 - 21,010,000
令和元年度～令和6年度の総事業費

137,918,000円

交付金充当額 23,000,000 - 19,000,000

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

消防ポンプ自動車の整備台数 活動見込 台 1 - 1

達成度 ％ 100

- 1

単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業年度終了後1年間の実績で評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業により、車両の機動性及び消火能力の向上が図られたことに加え、消防団員による車両点検や資機材の取扱い訓
練を実施し、迅速な消火活動が可能となりました。
　今後も車両の適正な維持・管理に務めます。
　「令和７年度の点検整備及び資機材取扱い訓練，合同中継訓練」については、令和8年度に改めて達成度合いを評価予定
です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

- 100

台 1



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

1 地域活性化措置
鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
利永保育所管理運営事業

指宿市 3,000,000 3,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
4,193,053

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

要保育児の入所率
100％

令和６年度におけ
る要保育児の入所
者数÷要保育児の
入所希望者数×
100

成果実績 ％

目標値 ％

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため，事業実施年度終期に実施。

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 指宿市

交付金事業実施場所 指宿市山川利永

交付金事業の概要

　指宿市では，「第二次指宿市総合振興計画　後期基本計画」に基づき，すべての人が健康で安心して生き生きと暮らせ
るまちを目標に掲げ，保育体制の充実を図っています。
　同市内唯一の公立保育所である利永保育所に勤める保育士等の処遇改善等に対応するため，電源立地地域対策交付金を
活用し，保育等サービスの充実及び提供体制の確保等に努めました。

【事業量】
　利永保育所の会計年度任用職員　保育士６名，調理員２名の６月～12月人件費

【主要政策・施策】
　第二次指宿市総合振興計画　後期基本計画（令和３年度～令和７年度）
　　第４章　保健医療福祉　すべての人が健康で安心して生き生きと暮らせるまち

７．保育体制の充実
主要施策の概要

3．保育所等の充実
保育所等への待機児童が発生しないよう，今後の社会情勢を勘案しながら適切に対応します。

【目標】
　要保育児の入所率100％（令和６年度）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

1 地域活性化措置 鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　利永保育所管理運営事業

番号 措置名 交付金事業の名称

100

100



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 指宿市　山川支所　市民福祉課

交付金事業の担当課室 指宿市　山川支所　市民福祉課

人件費 雇用 保育士6名，調理員2名 4,193,053

3,000,000 3,000,000 3,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,000,000 3,000,000 3,000,000

総事業費 4,614,593 3,623,610 4,193,053
令和元年度～令和6年度の総事業費

28,222,521

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度

48

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

56

達成度 % 100.0 102.0 96.4

令和6年度

保育士・調理員の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期間(月)）

活動実績 人月 48 49 54

活動見込 人月 48

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金は，指宿市内唯一の公立保育所である利永保育所に勤務する保育士等の人件費に一部充当しました。
　これにより，保育等サービスの充実及び提供体制の確保等が図られ，「第二次指宿市総合振興計画 後期基本計画」にお
いて目標に掲げる，「すべての人が健康で安心して生き生きと暮らせるまち」に寄与したと考えております。
　今後も，本事業を継続し，保育体制の充実を図ります。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

備 考

総事業費
1,650,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
住用中学校図書室空調整備更新
事業

奄美市 1,650,000 1,650,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

成果実績 ％

目標値 ％ 70
令和７年度図書室
利用者の満足度
70％

令和7年度の図書
室利用者に対する
アンケートで「満
足」と回答した人
数÷アンケート回
答数×100 達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　住用中学校図書室空調整備更新事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　奄美市総合計画「未来の奄美市づくり計画」（令和6年度～令和20年度）
　　【くらし】１．みんなで生活満足度向上を目指そう
　　　１－１）子育ての"困った"をなくそう
　　　　　  ○子どもをはぐくむ環境の確保・充実

【目標】
　令和７年度図書室利用者の満足度70％

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 奄美市

交付金事業実施場所 奄美市住用町役勝

交付金事業の概要

　住用中学校図書室の空調に不具合が生じており，夏季における生徒の図書室の利用に支障をきたしていました。
　夏季休暇中も図書室は学習の場として，生徒の利用があることから，生徒の学習機会及び図書室利用の充実のため，電
源立地地域対策交付金を活用して，空調設備の更新を図りました。

【事業量】
　住用中学校図書室空調整備更新一式

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和7年度

評価年度の設定理由

事業完了後１年間の実績により評価を実施するため



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の総事業費等 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

総事業費 1,650,000

交付金充当額 1,650,000

空調整備 指名競争入札 株式会社三和機工（奄美市） 1,650,000

交付金事業の担当課室 奄美市住用総合支所　地域教育課

1,650,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 奄美市住用総合支所　地域教育課

達成度 % 100

住用中学校図書室空調整備更新

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，住用中学校図書室の空調を整備したことで、夏季における生徒の図書室の利用に支障を来して
いましたが改善することができました。また，住用中学校の図書室空調を整備したことにより，他学校図書室との均衡が
図られました。図書室は通常の学校生活ではもとより，夏季休暇中も学習の場として，生徒の利用があることから，今後
も生徒の学習機会及び図書室利用の充実を図ってまいります。

無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

備 考

総事業費
1,732,720

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
災害時非常用電源備蓄事業

鹿児島市 1,732,500 1,732,500

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　災害時非常用電源備蓄事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

「災害に強いまち
である」と感じる
市民の割合45％

令和８年度市民意
識アンケート調査
：「「災害に強い
まちである」と感
じる」と回答した
人数÷アンケート
回答者数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 45

達成度 ％

評価年度の設定理由

第六次鹿児島市総合計画前期基本計画の評価年度であるため。

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島市

交付金事業実施場所 鹿児島市山下町ほか3件

交付金事業の概要

　大規模災害発生による停電時などにおいて、速やかな電源の確保・供給を行うため、新たに蓄電池を購入し、防災対策
の強化を図ります。
　令和６年度は，電源立地地域対策交付金を活用し，鹿児島市役所本庁舎及び支所管内の第一開設避難所において，非常
用発電設備がない地域（吉野支所，吉田支所，桜島支所）に蓄電池を配備しました。

【事業量】
　蓄電池購入　４台（寸法：W370×D300×H183mm，重量：15.5kg，容量900Wh，充放電回数：5,000回）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第六次鹿児島市総合計画　前期基本計画（令和４年度～令和８年度）
　　基本目標４　自分らしく健やかに暮らせる安心安全なまち

基本施策５　命を守る危機管理・防災力の向上
単位施策Ⅱ　市民との協働による防災対策の推進

地域における防災体制の充実と関係機関の連携
・感染症等にも対応する防災資機材等の備蓄など，避難所機能の充実

【目標】
　「災害に強いまちである」と感じる市民の割合　現況35.5％　→　45.0％（令和8年度）



うち文部科学省分

うち経済産業省分

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 100

蓄電池購入量

活動実績 台 4

活動見込 台 4

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　蓄電池を購入したことにより，大規模災害発生による停電時などにおいて，速やかな電源の確保・供給を行うことが可
能になり，防災対策の強化を図ることができたと考えております。
　「「災害に強いまちである」と感じる市民の割合」については，令和８年度に改めて達成度合いを測定予定です。

契約金額

交付金事業の評価課室 鹿児島市危機管理課

備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

交付金充当額 1,732,500

交付金事業の総事業費等 令和6年度

総事業費 1,732,720

蓄電池購入 指名競争入札 有限会社美光社（鹿児島市） 1,732,720

交付金事業の担当課室 鹿児島市危機管理課

1,732,500

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
災害時避難行動力向上事業

鹿児島市 3,863,290 3,863,290

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）

備 考

総事業費
3,863,290

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

「災害に強いまち
である」と感じる
市民の割合45％

令和８年度市民意
識アンケート調査
：「「災害に強い
まちである」と感
じる」と回答した
人数÷アンケート
回答者数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 45

達成度 ％

評価年度の設定理由

第六次鹿児島市総合計画前期基本計画の評価年度であるため。

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　災害時避難行動力向上事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第六次鹿児島市総合計画　前期基本計画（令和４年度～令和８年度）
　　基本目標４　自分らしく健やかに暮らせる安心安全なまち

基本施策５　命を守る危機管理・防災力の向上
単位施策Ⅱ　市民との協働による防災対策の推進

防災意識啓発活動の推進
・ハザードマップ等による避難行動の理解促進

【目標】
　「災害に強いまちである」と感じる市民の割合　現況35.5％　→　45.0％（令和8年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島市

交付金事業実施場所 鹿児島市内全域

交付金事業の概要

　災害に対する日頃の備えや災害種別ごとの指定緊急避難場所など，災害時における市民の適切な避難行動に資する情報
を掲載した防災リーフレットを市内全戸へ配布するとともに，自宅周辺の災害リスクを把握するため市民に配付する防災
ガイドマップの在庫不足が見込まれることから，増刷を行いました。

【事業量】
　防災リーフレット配布業務　287,285部，防災ガイドマップ増刷　一式



うち文部科学省分

うち経済産業省分

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　「身近な場所の災害リスク」と題し，ハザードマップの見方や水位情報やキキクルの確認方法などを掲載した「防災
リーフレット」を全戸配布したことにより，出水期や台風に向けた市民の防災意識の啓発が進んだものと考えておりま
す。
　「「災害に強いまちである」と感じる市民の割合」については，令和８年度に改めて達成度合いを測定予定です。

99.5

令和6年度

防災リーフレット配布部数

活動実績 部 287,739 287,607 287,285

活動見込 部 286,000

備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度

288,000

交付金充当額 4,771,000 5,036,741 3,863,290

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度

総事業費 3,863,290

288,500

達成度 % 100.6 99.8

防災リーフレット配布業務 随意契約（特命） 株式会社ＰＯＳＫＡ（鹿児島市） 2,686,114

交付金事業の担当課室 鹿児島市危機管理課

4,771,000 5,036,741 3,863,290

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鹿児島市危機管理課

防災ガイドマップ増刷 指名競争入札 日進印刷株式会社（鹿児島市） 1,177,176

令和4年度～令和6年度の総事業費
14,589,660円

5,036,7415,689,629



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

備 考

総事業費
3,524,445

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
デジタル防災行政無線維持運営
事業

鹿児島市 3,265,000 3,265,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第六次鹿児島市総合計画　前期基本計画（令和４年度～令和８年度）
　　基本目標４　自分らしく健やかに暮らせる安心安全なまち
　　　基本施策５　命を守る危機管理・防災力の向上
　　　　単位施策Ⅱ　市民との協働による防災対策の推進
　　　　　防災意識啓発活動の推進
　　　　　・自主防災組織の活動支援

【目標】
　「災害に強いまちである」と感じる市民の割合　現況35.5％　→45.0％（令和８年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島市

交付金事業実施場所 鹿児島市内全域

交付金事業の概要

　鹿児島市では、第六次鹿児島市総合計画　前期基本計画に基づき、災害対策設備等の充実を進めており、災害時に市民
に対して防災や避難に関する情報伝達等を迅速・確実に行うために必要なデジタル防災行政無線の維持運営費のうち、同
報系デジタル防災行政無線設備の地域コミュニティ基地局等の回線使用料に交付金を充当しました。同報系デジタル防災
行政無線設備を適切に運用することにより、災害時に市民に対して防災や避難に関する情報伝達を迅速・確実に行うこと
ができ、住民の安全が図られることが期待されます。

【事業量】
・BIZ-FAX送信料　10か月分
・監視カメラ用光回線・プロバイダ使用料　10か月分
・自動電話応答機能及び地域コミュニティ基地局86局（有線エリア）の回線使用料　10か月分

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

「災害に強いまち
である」と感じる
市民の割合45％

令和８年度市民意
識アンケート調
査：「災害に強い
まちである」と回
答した人数÷アン
ケート回答者数×
100

成果実績 ％

目標値 ％ 45

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　デジタル防災行政無線維持運営事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

評価年度の設定理由

第六次鹿児島市総合計画前期基本計画の評価年度であるため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　防災行政無線を適切に維持運営することにより、災害発生時に、一斉に避難情報などの緊急情報を伝達することがで
き、市民生活の安全性を確保することができました。今後も継続して総合的な防災体制の充実に努めます。
　「「災害に強いまちである」と感じる市民の割合」については、令和８年度に改めて達成度合いを測定予定です。

100 100 100

令和6年度

防災行政無線の放送日数

活動実績 日 365 366 365

活動見込 日 365

交付金事業の担当課室 鹿児島市危機管理課

3,200,000 3,100,000 3,265,000

交付金事業の契約の概要

随意契約（特命）
ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社(愛媛県
松山市)

41,165

カメラ用光回線使用料 随意契約（特命）
西日本電信電話株式会社鹿児島支店(鹿児島
市)

337,260

交付金事業の評価課室 鹿児島市危機管理課

自動電話応答機能及び地域コミュニティ
基地局86局（有線エリア）の回線使用料

随意契約（特命）
西日本電信電話株式会社鹿児島支店(鹿児島
市)

3,087,720

ＢＩＺ－ＦＡＸ送信料

備考

総事業費 3,382,399 3,418,680 3,524,445
平成30年度～令和6年度の総事業費

28,208,737円

交付金充当額 3,200,000 3,100,000 3,265,000

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度

カメラ用プロバイダ使用料 随意契約（特命）
ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社(愛媛県
松山市)

58,300

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度

366

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

365

達成度 %



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
9,323,000

公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
公園施設整備事業

薩摩川内市 8,800,000 8,800,000

（単位：円）

1



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

単位 評価年度

成果実績

目標値

達成度

％

％

％

90
薩摩川内市総合運動公
園施設利用者の満足度
90％以上

令和７年度成果目標 成果指標

令和７年度に実施
する利用者アン
ケート「施設・
サービス内容につ
いて（遊具・トイ
レ等）」に大変満
足、やや満足と回
答した人数÷回答
者数×100

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　公園施設整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

番号 措置名 交付金事業の名称

　
 薩摩川内市では、第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画に基づき、快適で魅力的な住み続けたいまちづくりを実現する
ため、公園等の整備・維持管理に努めており、快適な利用環境の整備を目的とした東屋の設置に交付金を充当しました。
　東屋を設置することにより、利用者の快適性向上（休憩、日よけ、雨よけの場所の提供・夏場の熱中症のリスク軽減）が
期待されます。

【事業量】
　薩摩川内市総合運動公園わんぱく広場　東屋設置　１基、スクエアベンチ　１組、雨樋工　１式

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　基本政策Ⅱ　生活環境　快適で魅力的な住み続けたいまちづくり
　　　施策４　公園等の整備・維持管理と良好な景観形成の推進
　　　　①公園町の整備
　　　　　◆豊かな自然環境や地域の特性を生かしながら、河川空間の有効活用や市民の多様なニーズ等に対応した、
          快適で利用しやすい公園等の整備に努めます。
　　　　②公園等の維持管理
　　　　　◆安全で快適な利用環境を維持するため、計画的な施設の修繕や更新に取り組みます。

【目標】
　良好な景観が形成され、市民がいつでも気軽に利用できる空間がある。

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市運動公園町地内

交付金事業の概要



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　建設部　都市整備課

東屋設置 一般競争入札 株式会社川内林業（薩摩川内市） 9,323,000

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　建設部　都市整備課

17,600,000 8,800,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 17,600,000 8,800,000

総事業費 18,977,000 9,323,000
令和５年度～令和６年度の総事業費

28,300,000円

活動指標 単位 令和５年度 令和６年度

東屋及び展望台設置数

活動実績 基 2 1

活動見込 基 2 1

達成度 ％

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

評価年度の設定理由

事業完了の翌年度に実施する利用者アンケートを集計し、評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　
 本交付金を活用し、薩摩川内市総合運動公園わんぱく広場に東屋１基を設置することができました。今後も公園等の整
備・維持管理に努め、安全で快適な利用環境の整備を進めていく予定です。
　なお、成果目標については、令和７年度に改めて評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

100 100

無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
108,900,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
パークゴルフ場管理棟改修事業

いちき串木野市 88,805,894 88,805,894



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　パークゴルフ場管理棟改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　いちき串木野市第2次総合計画（後期計画）（令和４年度～令和８年度）
　　基本計画
　　　第1編　分野別振興方向
　　　　第2章　健康で文化的な生活を営める「元気で安心できるまちづくり」
　　　　　第3節　教育文化
　　　　　　5）スポーツの充実
　　　　　　　主要施策
　　　　　　　（2）体育施設の整備及び利用促進　④スポーツ施設の整備補修

【目標】
　いちき串木野パークゴルフ場利用者　20,000人／年間（令和７年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 いちき串木野市

交付金事業実施場所 いちき串木野市生福地内

交付金事業の概要

　
 いちき串木野パークゴルフ場は、市民が日常的にスポーツを楽しみ、また健康づくりや憩いの場として平成20年に開設さ
れました。現在、15年が経過し管理棟の老朽化が進んでいるほか、利用者の増加に伴い、休憩スペースが不足しているこ
とから、管理棟の改修及び増設を行い、利用者の利便性の向上を図り魅力あるスポーツ施設となるよう整備しました。

【パークゴルフ場管理棟改修】
　パークゴルフ場管理棟　木造平屋　208.10㎡改修
　既設棟移設　鉄骨平屋　26.95㎡
　南棟増設　　鉄骨平屋　90.00㎡
　東棟増設　　鉄骨平屋　90.00㎡
　車庫棟新設　鉄骨平屋　22.50㎡

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由

令和７年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

いちき串木野パークゴ
ルフ場年間利用者
20,000人

令和７年度のいち
き串木野パークゴ
ルフ場年間利用者

成果実績 人

目標値 人 20,000



うち文部科学省分

うち経済産業省分

式 1

達成度 ％ 100

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業完了後、１年間の利用者数を集計して評価することとするため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　管理棟の改修及び増設を行うことにより、利用者の利便性の向上が図られるとともに、魅力あるスポーツ施設となりま
した。
　今後も適正な維持管理を行い、利用者の利便性の向上に努めます。また、利用者数については、令和７年度に達成度合
いを測定します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費 108,900,000

活動指標 単位 令和６年度

パークゴルフ場における管理棟改修

活動実績 式 1

活動見込

交付金充当額 88,805,894

88,805,894

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 いちき串木野市教育委員会社会教育課

施設改修工事 条件付一般競争入札
川﨑産業・石原建設特定建設工事共同企業体

（いちき串木野市）
108,900,000

交付金事業の担当課室 いちき串木野市教育委員会社会教育課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
8,935,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
阿久根出水線道路舗装工事

阿久根市 8,500,000 8,500,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

阿久根出水線道路
舗装整備率44％
（令和６年度）

令和６年度末時点
の舗装済延長÷阿
久根出水線延長
（5,300m）×100

成果実績 ％

目標値 ％ 44

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　阿久根出水線道路舗装工事

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市鶴川内地内

交付金事業の概要

　市道阿久根出水線は，国道３号や県道阿久根東郷線，また県道阿久根東郷線を経由して南九州西回り自動車道に接続す
る幹線道路として利用され，近年は南九州西回り自動車道の開通に伴い，交通量が増加し，路面状況が悪化していたこと
から，道路の舗装補修工事に電源立地地域対策交付金を充当しました。

 【事業量】
　阿久根出水線道路舗装工事　施工延長 Ｌ＝70.0ｍ，Ｗ＝6.60ｍ～6.80ｍ，Ａ＝463.0㎡

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第２期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）
（令和２年度～令和６年度）
　　基本目標４　快適・安全で潤いとやすらぎのあるまち
　　　基本施策２　暮らしを支える生活基盤の形成
　　　　施策分類②　社会資本等の整備
　　　　　　　　　・市道の補修等適切な維持管理を行うとともに，特に橋りょうについては橋梁長寿命化修繕計画に基
                  づき，安全性確保のための改修を進めます。

【目標】
　阿久根出水線道路舗装整備率　43％（令和５年度）　→　44％（令和６年度）
　（令和５年度まで舗装済延長 Ｌ=2,288.6ｍ　阿久根出水線延長(県道まで)Ｌ=5,300ｍ）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 阿久根市都市建設課

阿久根出水線道路舗装工事 指名競争入札 阿久根建設株式会社（阿久根市） 8,935,000

交付金事業の担当課室 阿久根市都市建設課

7,040,904 8,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 7,040,904 8,500,000

総事業費 7,982,000 8,935,000
令和５年度～令和６年度総事業費

16,917,000

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 令和６年度

1

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 100 100

阿久根出水線道路舗装工事

活動実績 式 1 1

活動見込 式 1

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施年度の実績により事業実施翌年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，著しいひび割れやわだちが生じていた路面の舗装修繕を行い，消失していた区画線を引き直す
ことができました。これにより，車両が安全に通行できる環境を整え，路面状況を起因とした交通事故の防止に寄与する
ことが期待できます。
　なお，成果目標である阿久根出水線道路舗装整備率は，令和６年度の実績をもって令和7年度に達成度合いを測定し，評
価します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

28,000,000

（単位：円）

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
出水ＩＣ周辺排水路整備工事

出水市 28,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
49,977,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由 下知識地内の排水路整備計画による

令和７年度単位

成果実績 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　出水ＩＣ周辺排水路整備工事

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～令和9年度）
  　第５章　地域の資源を生かした多様な産業でつくるにぎわいあるまちづくり

第１節　農林水産業の振興
４　基盤整備の推進

国・県の事業を積極的に活用し、農業用施設や林道及び作業道の整備・改良を計画的に推進します。

【目標】
　出水ＩＣ周辺排水路における計画流量（Q＝９．８㎥/s）に対する越水が発生しない率　100％（令和７年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出水市

交付金事業実施場所 出水市下知識町地内

交付金事業の概要

 出水ＩＣ周辺において、将来的な都市的土地利用に対応する排水路を整備します。令和元年度から令和２年度にかけて
「米ノ津地区雨水管理方針」を策定、令和３年度に測量設計業務を実施、令和４年度から令和７年度（予定）にかけて工
事を実施します。本事業で排水路整備することで農地の浸水被害の軽減や解消が図られます。（農林水産整備課所管分は
令和６年度まで）

【事業量】
　排水路整備　施工延長 L=81m L型水路2250×1500 L=55m

PCフェンスH1200 L=55m ボックスカルバート2000×1300 L=22.2m
第3号翼壁工N=1式 第4号翼壁工N=1式

（1-（令和７年度
の出水ＩＣ周辺排
水路における越水

回数÷排水回
数））×100

目標値 ％ 100

達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

令和４年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

成果目標 成果指標 評価年度

出水ＩＣ周辺排水路に
おける計画流量（Q＝
９．８㎥/s）に対する
越水が発生しない率

100％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 出水市　農林水産整備課

交付金事業の担当課室 出水市　農林水産整備課

一般競争入札排水路整備工事（１工区） 株式会社春田建設（出水市） 25,850,000

27,000,000 39,353,000 28,000,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 29,920,000 54,781,000 49,977,000
令和４年度～令和６年度総事業費

134,678,000

交付金充当額 27,000,000 39,353,000 28,000,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

整備した排水路の延長 活動見込 ｍ 60.0 105.9 81.0

達成度 ％ 91.1

109.7 81.0

単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

活動実績

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業終期の翌年度に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業は排水路を整備することで農地の浸水被害の軽減や解消を図ることを目的としており、令和４年度に５４．７
ｍ、令和５年度に１０９．７ｍ、本年度で８１．０ｍの排水路整備をもって全体計画の整備が完了しました。
　成果目標については、農林水産整備課所管における排水路整備完了翌年度の令和７年度に改めて評価を実施予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

ｍ 54.7

株式会社のぼる産業（出水市） 24,127,000排水路整備工事（２工区） 一般競争入札

103.5 100.0



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
11,055,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
出水市市民プール屋外床改修工
事（４工区）

出水市 9,000,000 9,000,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　出水市市民プール屋外床改修工事（４工区）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～令和9年度）
  　第4章　郷土を愛し文化を伝え豊かな心を育むまちづくり
　　　第5節　スポーツ・レクリエーションの推進
　　　　5　社会体育施設・設備の整備と活用
　　　　　 多様化する市民の健康志向やスポーツに対するニーズに対応できるよう、施設設備の
      　  計画的な整備や維持補修に努め、安全の確保を図るとともに、障がい者等に配慮した
        　施設利便性の向上と効果的な活用を図ります。

【目標】
　出水市民プール利用者満足度　85％（令和８年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

成果目標 成果指標 評価年度

出水市民プール利用者
満足度85％

令和７年度出水市
民プールアンケー
ト：「施設に対す
る要望なし」と回
答した人数÷アン
ケート回答者数×
100

目標値 ％ 85

達成度 ％

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出水市

交付金事業実施場所 出水市文化町地内

交付金事業の概要

 出水市市民プールは平成元年に開所し、体育及びスポーツの振興を図り、市民の心身の健全な発達に寄与することを目的
に運営していますが、建設後３５年が経過し老朽化が進んできており、天井材や建具の腐食の他、屋根や外壁も劣化が生
じている状況ですので、令和３年度から年次的に改修を実施しているところです。
　本年度は、屋外プールの床シート張替え工事を行うことで施設の機能保全を図り、利用者の安全と利便性の向上を図る
ものです。

【事業量】
　屋外床シート張替え工事　952㎡

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和８年度単位

成果実績 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

100 100

㎡ 676

評価年度の設定理由

改修年度の翌年度の利用実績を用いて評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用し、屋外プールの屋外床シート張替え工事を実施したことにより施設の機能保全が図られ、利用者が安
全・快適に施設を利用することができるようになりました。
　「出水市民プール利用者満足度」については、令和７年度の利用状況を踏まえて、令和８年度に達成度を測定する予定
です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

改修工事面積 活動見込 ㎡ 676 479 952

達成度 ％ 100

479 952

単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

活動実績

総事業費 35,854,000 11,129,000 11,055,000
令和４年度～令和６年度の総事業費

58,038,000円

交付金充当額 27,720,000 7,500,000 9,000,000

27,720,000 7,500,000 9,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 出水市文化スポーツ課

交付金事業の担当課室 出水市建設政策課

一般競争入札屋外床シート張替え工事 有限会社松原建設（出水市） 11,055,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
21,987,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
東光山花見山整備事業

出水市 18,111,000 18,111,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　東光山花見山整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～令和9年度）
  　第２章　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
　　　第４節　公園・緑地の充実
　　　　１　公園の充実・維持管理
　　　　　⑴　都市公園の充実
　　　　　　　東光山公園は、市民の憩いの場及び観光地として快適に利用できるよう施設、樹木等の
　　　　　　適正な維持管理に努めます。

【目標】
　出水市観光客数　500,000人（令和７年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 出水市

交付金事業実施場所 出水市上鯖渕地内

交付金事業の概要

　
　東光山花見山整備基本構想に基づき、東光山西側斜面（約5ha）に四季折々の草花花木の植栽及び遊歩道等を整備する
ものです。（令和３年度から令和５年度までは、県地域振興推進事業を活用）
　東光山花見山公園として整備することで、将来的に四季折々の草花や花木が楽しめる本市を代表する新たな観光拠点と
なり、周辺自治体だけでなく、県内各地や県外からも観光に来ていただき、交流人口の増加を図ることができました。

【事業量】
　・遊歩道設置　L=285m
　・階段工　N=2箇所
　・展望所設置工　N=1式
　・駐車場舗装　A=513㎡

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

出水市観光客数
500,000人

令和７年度の出水
市観光客数

成果実績 人

目標値 人 500,000

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

整備年度の翌年度の観光客数にて評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業により令和３年度から整備する遊歩道の延伸をするとともに、新たに駐車場を整備したことにより利便性の向上
が図られ、利用者が目的に合わせて施設を利用できるようになりました。事業の成果を基に今後も継続して施設の整備を
図ります。
　「令和７年度の出水市観光客数」については，令和８年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 81.4

遊歩道整備工

活動実績 ｍ 285

活動見込 ｍ 350

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

総事業費 21,987,000

交付金充当額 18,111,000

18,111,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 出水市観光交流課

東光山花見山整備工事 一般競争入札 株式会社小田原建設（出水市） 21,987,000

交付金事業の担当課室 出水市建設政策課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
40,000,000

公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
サンセットの丘アスレチック遊
具整備事業

長島町 35,497,000 35,497,000

（単位：円）

1



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

単位 評価年度

成果実績

目標値

達成度

人

人

％

314,700
町内への入込客数
314,700人

令和７年度成果目標 成果指標

令和７年度の町内
への入込客数

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　サンセットの丘アスレチック遊具整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

番号 措置名 交付金事業の名称

　実施場所である「サンセットの丘」は、周辺に温泉センター、体育館にプール、文化ホール、歴史民俗資料館などが点
在し、近くには道の駅「長島ポテトハウス望陽」が整備され、長島町の観光拠点となっている場所です。この地域に電源
立地地域対策交付金を活用し、新たにアスレチック遊具を整備することで、地域の更なる魅力アップを図り、集客力の向
上に繋げました。

【事業量】
　アスレチック遊具整備一式
　　　・コンビネーション遊具設置　１基

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

【主要政策・施策】
　長島町第２次総合振興計画　後期基本計画（令和４年度～令和８年度）
　　３　活力あるまちづくり（産業・経済の振興）
　　　７観光
　　　　・サンセットの丘の整備を進め新たな観光拠点作りを推進します。

【目標】
　町内への入込客数５％増（令和５年度比）
　令和５年度　299,715人　令和７年度　314,700人

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 長島町

交付金事業実施場所 長島町指江地内

交付金事業の概要



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 長島町　企画財政課

アスレチック遊具の整備 随意契約（特命）
株式会社スポーツテクノ和広九州支店

（福岡県久留米市）
40,000,000

交付金事業の担当課室 長島町　水産景観課

35,397,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 35,497,000

総事業費 40,000,000

活動指標 単位 令和６年度

アスレチック遊具の整備

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度 ％

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

評価年度の設定理由

アスレチック遊具整備完了後、1年間の入込客数により評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、新たにアスレチック遊具を整備することが出来ました。
　今後もサンセットの丘の整備を進め、地域の更なる魅力アップを図り、集客力の向上に繋げます。
　「町内への入込客数」については、令和７年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

100

無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
4,070,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
鶴田農産物加工センター厨房機
器整備事業

さつま町 2,900,000 2,900,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　鶴田農産物加工センター厨房機器整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画（令和3年度～令和7年度）
　【基本目標Ⅴ】価値ある資源が活かされるまち
　　基本施策－15　新たな時代を切り拓く、活力ある農林水産業のまちづくり

（2）６次産業化や農商工連携の推進とブランド化による攻めの販売戦略
◆地域特性を生かした農林産物の生産と消費者から信頼される産地形成及びブランド化を目指し、
高品質の米・野菜・果樹・工芸作物等の多品目生産、海外市場への輸出拡大、地域内での地産地消、
農産物加工センター等を活用した農産物加工製品の開発や生産から販売まで可能な、まちぐるみでの
６次産業化に取り組みます。
基本項目の展開：①産学官連携による新商品開発等６次産業化への支援

②地域ブランド化と農林産物の販売促進
【目標】
　鶴田農産物処理加工センター年間利用者数：令和３年度～令和５年度平均（1,561人）⇒令和７年度（1,600人）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町神子地内

交付金事業の概要

　鶴田農産物加工センターでは、厨房機器（自動製麴機，高速度ミキサー）の整備から15年が経過し、老朽化による不具
合や性能が低下しています。そのため、加工活動中の事故及び食品衛生上の事故のリスクが高まっていることから、電源
立地地域対策交付金を活用して自動製麴機等を購入しました。
　本事業の活用により、安全・安心な農産物加工製品の開発や生産・販売に努めます。

【事業量】
　・自動製麴機１台　河内源一郎商店製　河内式自動製麹装置　P-100K型
　　　寸法330㎝×170㎝×120㎝以内　処理能力100㎏
　　　構造(自動温度制御装置、室温センサー及び麹温センサー、送風用調節ダンパー、電熱器(3個)付)
　・高速度ミキサー　１台　アイホー調理機株式会社製　MX-46
　  　寸法60㎝×100㎝×60㎝以内　有効容量15L以上
  　　構造(内装・外装はステンレス製、移動式キャスター付、攪拌容器・攪拌羽根は着脱可能)

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 さつま町農林課

厨房機器購入 指名競争入札 鹿児島アイホー調理器株式会社（鹿児島市） 4,070,000

交付金事業の担当課室 さつま町農林課

2,900,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 2,900,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費 4,070,000

活動指標 単位 令和６年度

厨房機器の整備

活動実績 台 2

活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和８年度

評価年度の設定理由

令和７年度の実績で評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業により、老朽化した機器を更新したことで加工活動中の事故及びリスクを低下させ、安全に作業が行えるよう
になりました。今後も機器の適正な維持管理を行い、安全で効率的な作業が行えるよう努めます。
「令和７年度の鶴田農産物加工センター年間利用者数」については、改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

成果目標 成果指標 単位 評価年度

鶴田農産物加工セン
ター年間利用者数
1,600人

令和7年度の鶴田
農産物加工セン
ター年間利用者数

成果実績 人

目標値 人 1,600

達成度 ％

台 2

達成度 ％ 100



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
15,506,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
町道川口薩摩湯田停車場線道路
舗装工事

さつま町 14,500,000 14,500,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

令和７年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

健全度評価Ⅲ以下の割
合　20.1％

令和７年度末時点
の健全度評価Ⅲ以
下の路線数÷対象
路線数（49路線）
×100

成果実績 ％

目標値 ％ 20.1

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　町道川口薩摩湯田停車場線道路舗装工事

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画（令和３年度～令和７年度）
　【基本目標Ⅶ】みんなに優しく魅力あふれるまち
　　基本施策－21　地域をつなぐ交通環境の整備と機能的なまちづくり
　　（1）道路交通網の整備・充実
　　　　◆老朽化が進む道路と橋梁については，計画的な点検を行うとともに，事業費の平準化やコスト縮減に配慮
　　　　しながら，計画的な修繕などの維持・管理を行い，安全性を確保します。
　　　　基本項目の展開：④　計画的な町道の整備
　　　　　　　　　　　　⑥　暮らしを支える生活道路の維持管理
　
【路面性状調査結果に基づく修繕目標】
　　対象路線：全町道773.8kmのうち幹線町道94.5㎞(49路線）
　　計画期間：10年間（中間評価5年目末）※中間評価結果で目標値を見直す
　　　　目標：健全度Ⅲ以下の割合20％程度以下
              現状20.3％（令和2年度）　目標20.1％（令和7年度）　最終目標20.8％（令和12年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町湯田地内

交付金事業の概要

　町道川口薩摩湯田停車場線は，湯田温泉街の前を通る道路であり，さつま町の発展のために不可欠な道路です。また，
湯田地区から神子地区へのアクセス道路としても利用されており，町の主要な幹線道路となっています。近年，路面のひ
び割れやわだちの損傷が著しく進行していることから，走行の安全性，快適性の向上を目的として，本交付金を活用し道
路舗装工事を行ないました。
　
【事業量】
　道路舗装工事（施工延長：290ｍ，幅員：6.0ｍ～30.0ｍ，Aｓ舗装面積：2,070㎡）

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

番号 措置名 交付金事業の名称

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 さつま町建設課

道路舗装工事 一般競争入札 株式会社笹田建設（さつま町） 15,506,000

交付金事業の担当課室 さつま町建設課

14,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 14,500,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費 15,506,000

活動指標 単位 令和６年度

町道川口薩摩湯田停車場線道路舗装工事
の施工延長

活動実績 ｍ 290

活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

路面性状調査結果の計画期間に基づき，中間評価を計画から５年目末に設定しているため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　舗装工事の実施により道路の適切な維持管理がなされ、走行の安全性、快適性の向上により、住民生活の利便性向上並
びに福祉の向上が図られたと考えています。今後も計画的な町道の整備を進め，利便性の向上と安全性の確保に努めま
す。
　「健全度評価Ⅲ以下の割合」については，令和７年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

ｍ 280

達成度 ％ 103.6



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
16,357,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
町道柊野線道路舗装工事

さつま町 15,500,000 15,500,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　町道柊野線道路舗装工事

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画（令和３年度～令和７年度）
　【基本目標Ⅶ】みんなに優しく魅力あふれるまち
　　基本施策－21　地域をつなぐ交通環境の整備と機能的なまちづくり
　　（1）道路交通網の整備・充実
　　　　◆老朽化が進む道路と橋梁については，計画的な点検を行うとともに，事業費の平準化やコスト縮減に配慮
　　　　しながら，計画的な修繕などの維持・管理を行い，安全性を確保します。
　　　　基本項目の展開：④　計画的な町道の整備
　　　　　　　　　　　　⑥　暮らしを支える生活道路の維持管理
　
【路面性状調査結果に基づく修繕目標】
　　対象路線：全町道773.8kmのうち幹線町道94.5㎞(49路線）
　　計画期間：10年間（中間評価5年目末）※中間評価結果で目標値を見直す
　　　　目標：健全度Ⅲ以下の割合20％程度以下
              現状20.3％（令和2年度）　目標20.1％（令和7年度）　最終目標20.8％（令和12年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町紫尾地内

交付金事業の概要

　町の北部に位置する町道柊野線は，柊野地区から紫尾地区，市街地へのアクセス道路として利用されています。近年，わ
だち掘れの発生や舗装版が剥がれたりと、路面損傷が著しいことから、走行の安全性，快適性の向上を目的として，電源立
地地域対策交付金事業により交付金を活用し道路舗装工事を行いました。

【事業量】
　道路舗装工事（施工延長　300ｍ，幅員　6.6ｍ～8.3ｍ，Aｓ舗装面積　 2190㎡）

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 さつま町建設課

道路舗装工事 一般競争入札 渡利建設株式会社（さつま町） 16,357,000

交付金事業の担当課室 さつま町建設課

15,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 15,500,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費 16,357,000

活動指標 単位 令和６年度

町道柊野線道路舗装工事の施工延長

活動実績 ｍ 300

活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和７年度

評価年度の設定理由

路面性状調査結果の計画期間に基づき，中間評価を計画から５年目末に設定しているため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　舗装工事の実施により道路の適切な維持管理がなされ，走行の安全性，快適性の向上により，住民生活の利便性向上並び
に福祉の向上が図られたと考えています。今後も計画的な町道の整備を進め，利便性の向上と安全性の確保に努めます。
　「健全度評価Ⅲ以下の割合」については，令和７年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

成果目標 成果指標 単位 評価年度

健全度評価Ⅲ以下の割
合　20.1％

令和７年度末時点
の健全度評価Ⅲ以
下の路線数÷対象
路線数（49路線）
×100

成果実績 ％

目標値 ％ 20.1

達成度 ％

ｍ 304

達成度 ％ 98.6



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
3,135,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
宮之城運動公園芝刈機購入事業

さつま町 2,027,000 2,027,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

令和８年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

芝刈機の稼働日数72日
令和７年度の芝刈
機の稼働日数

成果実績 日

目標値 日 72

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　宮之城運動公園芝刈機購入事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画（令和３年度～令和７年度）
　【基本目標Ⅶ】みんなに優しく魅力あふれるまち
　　基本施策－22　居住環境が整備されたまちづくり
　　（3）都市公園等の整備・充実
　　　　◆長寿命化計画等に基づき，計画的な都市施設（都市公園・都市下水路等）の維持管理や施設更新に努めま
　　　　す。
　　　　　基本項目の展開：①都市施設（都市公園・都市下水路等）の維持管理

【目標】
　芝刈機の故障による修理回数が減少することによる稼働日数の増加
　芝刈機の稼働日数　現状（令和５年度）　　66日　　→　　目標（令和７年度）　  72日

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町船木地内

交付金事業の概要

　宮之城運動公園の乗用芝刈機は整備から14年が経過し，老朽化による不具合や性能の低下が見られています。
　この公園は都市公園として位置づけられており，世代を問わず多くの人に利用されておりますが，公園を適正に管理す
るための芝刈機に故障が頻発し作業に支障をきたしていることから，電源立地地域対策交付金を活用して芝刈機の更新を
行いました。

【事業量】
　乗用芝刈機　1台（刈高さ25㎜～102㎜（ピッチ6㎜），集草容量500L以上，出力21PS以上，ディーゼルエンジン），
　装備品一式

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

番号 措置名 交付金事業の名称

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 さつま町建設課

芝刈機購入 指名競争入札 徳留農機（さつま町） 3,135,000

交付金事業の担当課室 さつま町建設課

2,027,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 2,027,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費 3,135,000

活動指標 単位 令和６年度

芝刈機の整備台数

活動実績 台 1

活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

機械整備後１年間の実績で評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、老朽化した機器の更新を行うことができ，芝刈機での作業が滞りなく行えるようになりまし
た。
　今後も芝刈機の適正な維持・管理に務め，安全で効率的な施設管理に努めます。
　「芝刈機の稼働日数」については，令和８年度に改めて達成度合いを評価する予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

台 1

達成度 ％ 100



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
5,720,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
伊佐市体育施設環境整備事業

伊佐市 5,161,000 5,161,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　伊佐市体育施設環境整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要施策・施策】
　第２次伊佐市総合振興計画（令和５年度～令和14年度）
　　基本目標３　：郷土を愛し、豊かな心を育むまち

施策４　：スポーツの推進
（１）生涯スポーツの推進

身近にスポーツに親しむ機会を提供し、幅広い世代の市民がスポーツに取り組めるよう努めます。

【目標】
　伊佐市屋外施設利用者数（伊佐市総合運動公園等）
　（令和５年度実績22,289人　→　令和９年度目標値25,500人）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊佐市

交付金事業実施場所 伊佐市大口鳥巣地内ほか１件

交付金事業の概要

　現在伊佐市が保有するグラウンド整備用のスポーツトラクタは耐用年数を超えており、故障や不具合が頻発し、グラウ
ンド整備に支障をきたしています。本交付金を活用しスポーツトラクタを購入し、整備の行き届いた環境を維持すること
で、本市でも特に競技人口が多いソフトボールやグラウンドゴルフを利用する競技のさらなる利用者数増加につながりま
した。

【事業量】
●グラウンド整備用トラクタ　１台
（スポーツトラクタ（E224H）、２輪駆動/４輪駆動切替式、全長2,688ｍｍ×全幅1,373ｍｍ×全高2,215ｍｍ）
●除草、整地用アタッチメント一式
・整地機（MP4型・MP６型（整地・転圧１工程））
・仕上げ用マット（TPM３型）
・除草用ローター（W14-3S型（除草/撹拌））

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

伊佐市屋外施設利
用者数　25,500人

令和９年度伊佐市
屋外施設利用者数

成果実績 人

目標値 人 25,500

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

第２次伊佐市総合振興計画前期基本計画の終期の翌年度に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　これまで伊佐市が保有するグラウンド整備用のスポーツトラクタは，老朽化による故障や不具合が頻発し，グラウンド
整備に支障をきたしている状態でした。今回，交付金を活用しグラウンド整備用トラクタを購入したことにより，安全か
つ効率的にグラウンド整備を行うことが可能となりました。今後は新たに購入したスポーツトラクタを活用し，利用者が
利用しやすいグラウンドの環境維持・改善を計り，スポーツ合宿の誘致や大会の開催などを通して，さらなる利用者数の
増加に努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 100

スポーツトラクタ，アタッチメント
購入

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

総事業費 5,720,000

交付金充当額 5,161,000

5,161,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 伊佐市教育委員会文化スポーツ課

交付金事業の担当課室 伊佐市教育委員会文化スポーツ課

指名競争入札グラウンド整備用機器購入 有限会社マサル商会（鹿屋市） 5,720,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
6,099,401

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
防災対策事業

南さつま市 4,700,000 4,700,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

事業期間の設定理由 第３次南さつま市総合振興計画の終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度 　　　　令和9年度

自主防災組織率
90.0％

令和８年度末時点
の加入世帯数÷全
世帯数（施設除
く）×100

成果実績 ％

目標値 ％ 90

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　防災対策事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第３次南さつま市総合振興計画（令和４年度～令和８年度）
　　第３章　自然環境と調和した災害に強いまちづくり」
　　　第８節　防災・減災対策の充実
　　　　●防災・減災意識の向上
　　　　　市民による自主的な地域防災体制を確立するために，地域の危険要因や危険箇所の周知を行い，防災意識の啓
　　　　発を図るなど防災意識の啓発を図るとともに，自主防災組織の結成や育成，充実・強化を図り，自主防災組織な
　　　　どの定期的な防災訓練を促進します。

【目標】
　自主防災組織率　　　　現状　89.3％（令和３年度）
　　　　　　　　　　最終目標　90.0％（令和８年度末）

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和8年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南さつま市

交付金事業実施場所 南さつま市加世田川畑ほか６件

交付金事業の概要

　南さつま市の総合振興計画に基づき，災害備蓄品の計画的備蓄をはじめとした災害対策設備等充実を進めており，電源
立地地域対策交付金を活用し，今年度は食料品や災害備蓄用生理用品の備蓄を行いました。
　また，有事における初動体制の確立と消防力の向上を図るため，防火衣を更新しました。

【事業量】
・防災対策経費・・・備蓄品
　災害備蓄用ビスケット：440缶，災害備蓄用アルファ米（五目ご飯）：200袋，
　災害備蓄用アルファ米（わかめご飯）：100袋，災害備蓄用アルファ米（ドライカレー）：100袋，
　災害備蓄用アルファ米（梅がゆ）：50袋，災害備蓄用パン（プレーン）：216缶，
　災害備蓄用パン（オレンジ）：216缶，カロリーメイト：720箱，災害備蓄用保存水（2L）：222本，
　災害備蓄用保存水（500mL）：1,680本,災害備蓄用生理用品：1,290枚

・常備消防施設管理経費・・・防火衣：一式×16

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 南さつま市総務企画部総合政策課

交付金事業の担当課室 南さつま市総務企画部総合政策課

物品購入（備蓄品）

物品購入（防火衣）

指名競争入札

指名競争入札

日本乾溜工業株式会社鹿児島支店（鹿児島
市）

鹿児島森田ポンプ株式会社（鹿児島市）

865,161

5,234,240

4,700,000 4,700,000 4,700,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,700,000 4,700,000 4,700,000

総事業費 5,700,806 4,813,336 6,099,401
平成24年度～令和６年度総事業費

70,093,210円

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度

4,636

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

5,250

達成度 ％ 100 100 100

令和6年度

備蓄品等の整備数

活動実績 個 2,740 4,636 5,250

活動見込 個 2,740

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

第３次南さつま市総合振興計画の終期の翌年度に評価を行うため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用することで，非常食や簡易トイレなどの災害備蓄品の備蓄が進みました。また，火災や自然災害時等に
市民の生命と財産を守るため，消防職員用の防火衣を配備したことにより，有事における初動体制の確立と消防力の向上
が図られました。今後も，防災対策事業を進め，地域住民の福祉の向上を図る取組を継続します。
　「自主防災組織率」については，令和９年度に改めて達成度合いを測定予定です。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
16,042,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
市道あゆみらい通り線道路維持
事業

霧島市 11,708,000 11,708,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　市道あゆみらい通り線道路維持事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第二次霧島市総合計画　後期基本計画（令和５年度～令和９年度）
　　政策２　くらし　みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり
　　　施策２-３　快適生活の基盤づくりの推進
　　　　２．道路ネットワークの構築と道路施設の維持
　　　　　市内の渋滞解消のため、国・県道整備に関する要望活動を行うほか、バイパス道路や
　　　　　地域拠点施設間のアクセス道路の整備を推進し、道路ネットワークの構築を図ります。
　
【目標】
　・ゆとりある住みやすいまちであると感じている市民の割合
　　現状値：64.3％（令和4年度）　目標値：66.8％（令和9年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 霧島市

交付金事業実施場所 霧島市隼人町見次地内

交付金事業の概要

 
　市道あゆみらい通り線は、国道223号と霧島市街地を接続する道路であり、多くの市民が生活道路として利用していま
す。また、当該道路沿線上や周辺地には、ホテルやスポーツクラブ、店舗、病院、飲食店、体育館など数多くの施設が立
地しており、これらの利用者や従業員、関連事業者をはじめとして、路線バスや大型車両の通行も多い路線であることか
ら、路面の亀裂や沈下が多数発生していました。
　このようなことから、本事業の実施により、道路の利用状況を考慮した舗装構成を行い、道路の安全かつ円滑な交通環
境の確保を図りました。

【事業量】
　アスファルト舗装工
　施工延長L=82.3m
　幅員W=9.1～9.7m
　As舗装工A=702㎡

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

　第二次霧島市総合計画　後期基本計画の終期年度である令和9年度の市民意識調査において道路等の生活基盤に対する調
査を実施するため。

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 霧島市企画部地域政策課

舗装工事 条件付一般競争入札 株式会社　山一建設（霧島市） 16,042,000

交付金事業の担当課室 霧島市建設部建設施設管理課

11,708,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 16,042,000

交付金充当額 11,708,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

無

達成度 ％ 103

施工延長

活動実績 ｍ 82.3

活動見込 ｍ 80

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和9年度

ゆとりある住みや
すいまちであると
感じている市民の
割合　66.8％

令和９年度市民意
識調査：「ゆとり
ある住みやすいま
ちであると感じて
いる」と回答した
人数÷アンケート
回答者数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 66.8

達成度 ％

評価年度の設定理由

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　道路舗装工事を行ったことにより、安心・安全な交通、及び周辺地域環境の確保を図ることができました。
　成果目標に設定している「ゆとりある住みやすいまちであると感じている市民の割合」については、令和9年度に達成度
合いを測定する予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
7,074,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
垂水中央運動公園庭球場管理棟
電気設備改修事業

垂水市 4,600,000 4,600,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 　　　　令和７年度

垂水中央運動公園
庭球場利用者

10,000人

令和７年度の垂水
中央運動公園庭球
場利用者数

成果実績 人

目標値 人 10,000

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　垂水中央運動公園庭球場管理棟電気設備改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　垂水市公共施設等個別施設計画（令和３年度～令和12年度）
　第５章 個別施設の方針
　　第３節 スポーツ・レクリエーション系施設
　　（１）今後の方針

　　　　現状を維持していく施設についても、建替え時に延床⾯積の削減を検討します。

　　　経過年数が 31 年以上経過した建物については、今後 10 年間は⼤規模改修の予定はないが、状況に応じて

      検討を行いつつ、基本的には維持修繕等で対応していきます。
　　（２）実施計画

　　　　垂水中央運動公園の野球場メインスタンド、テニスコート管理事務所については、今後 10 年間で⼤規模

　　　改修等の検討を進めます。

【目標】
　垂水中央運動公園庭球場利用者　10,000人（令和７年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 垂水市

交付金事業実施場所 垂水市田神地内

交付金事業の概要

　老朽化している垂水中央運動公園庭球場管理棟の改修として、交付金を活用して，屋根・壁の劣化対策及びトイレの洋
式化と多目的トイレの設置併せて、放送設備・照明器具・時計設備・電灯動力盤・配線等の電気設備工事を行いました。

【事業量】
　垂水中央運動公園庭球場管理棟電気設備改修工事一式
　・放送設備
　・照明器具
　・時計設備
　・電灯動力盤
　・配線等

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 垂水市社会教育課

交付金事業の担当課室 垂水市社会教育課

指名競争入札
垂水中央運動公園庭球場管理棟電気設備

改修工事
株式会社　井之上電機（垂水市） 7,074,000

4,600,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 7,074,000

交付金充当額 4,600,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

垂水中央運動公園庭球場管理棟電気
設備改修工事

活動実績 式 1

活動見込 式 1

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため，事業実施後速やかに評価を実施する。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業により、老朽化した設備を改修することで、電気系統の安定性が向上し故障のリスクを低減することができまし
た。また，施設のイメージアップにより、利用者の向上につながりました。
　「令和７年度の垂水中央運動公園庭球場利用者数」については、令和７年度に改めて達成度合いを測定予定です。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
5,170,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
八合原段１号線改良舗装事業

曽於市 4,700,000 4,700,000



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　八合原段１号線改良舗装事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次曽於市総合振興計画（平成28年度～令和7年度）
　　まちづくりの基本方向　３　地域資源を活かし，活力とにぎわいのまちづくり
　　　基本計画番号５　大地の恵みを活かしたまち
　　　　５－１　品質の高い農産物生産，供給
        　10年後の曽於市のすがた
　　　　　　環境に調和した誇れる品質・信頼に応える農作物生産により農業所得が増え，心豊かで若い世代が
　　　　　　夢の持てるまちになっています。

【目標】
　２路線改良率　現状53.6％（令和6年度）→目標100.0％（令和10年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和10年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 曽於市

交付金事業実施場所 曽於市大隅町月野地内

交付金事業の概要

　
　八合原地区は区画の整った畑地帯ですが，道路幅員が狭く大型農業機械の通行や農産物の搬出に支障を来しているた
め，これらを解消するために年次計画に基づき農道の整備に交付金を充当しました。
　本事業により、道路改良舗装を実施したことで、農道の整備に寄与できました。これにより、改良区間について、道路
幅員が改善され、大型農業機械の通行や農作物の搬出も容易になりました。また、走行の快適性、安全性が向上したこと
により、近隣住民の利便性も向上しました。

【事業量】
　八合原段１号線改良舗装工事
　　施工延長 L=50.0m　落蓋側溝300×300 L=50.0m
　　アスファルト舗装工 A=163.0㎡　コンクリート舗装 A=1.5㎡
    法面工（盛土部）A=33.0㎡　水道管移設　1.0式

事業期間の設定理由 八合原段整備計画による



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和10年度

2路線改良率
100％

令和10年度末時点
の改良済延長
÷要改良延長
（542.3m）×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

評価年度の設定理由

八合原段整備計画の最終年度に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本年度は八合原段１号線の改良工事を50.0ｍ行いました。
「2路線改良率」については、令和10年度に改めて達成度合いを測定する予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

70.00

達成度 ％ 107 77.4 71.4

令和6年度

八合原段整備計画の工事延長

活動実績 ｍ 184.30 68.40 50.00

活動見込 ｍ 172.30

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度

88.40

交付金充当額 4,700,000 4,700,000 4,700,000

総事業費 5,155,000 5,291,000 5,170,000
令和元年度～令和６年度総事業費

30,873,000円

4,700,000 4,700,000 4,700,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 曽於市役所　大隅支所　地域振興課

交付金事業の担当課室 曽於市役所　本庁　耕地林務課

指名競争入札農道改良工事 株式会社　西川工業（曽於市） 5,170,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
5,557,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
昭和・弓場ヶ尾線舗装打換工事

志布志市 4,400,000 4,400,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

舗装の修繕率
54.3%
（令和８年度）

令和８年度末時点
の修繕を行った延
長合計（ｍ）÷舗
装個別施設計画に
基づく区間の合計
（ｍ）×100

成果実績 ％

目標値 ％ 54.3

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　昭和・弓場ヶ尾線舗装打換工事

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次志布志市総合振興計画　後期基本計画（令和４年度～令和８年度）
　　基本目標２＜生活環境＞自然や風土と共生する安心で豊かなまち

施策03　生活道路の整備・保全
(3) 道路整備の手法としては，新設改良から維持補修へ転換し，適切な舗装打換や橋りょう補修による施設の

長寿命化に努めます。

【目標】
　舗装の修繕率　現状値0％（令和２年度）　目標値54.3％（令和８年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 志布志市

交付金事業実施場所 志布志市志布志町帖地内

交付金事業の概要

　昭和・弓場ヶ尾線は、市内で児童数の多い志布志小学校の児童生徒の通学道路や生活道路となっていますが、当該市道
は経年劣化による路面の損傷が著しく、路面全般にひび割れや凹凸が散在し車両運行時の振動に関する相談や苦情がよ
せられています。交付金事業を実施することによって、近隣住民及び歩行者・通行車両の円滑化・安全確保を目的とし、
生活空間の安全確保が期待されるため、当該舗装工事に交付金を充当しました。

【事業量】
　As舗装工　L＝120.0ｍ，Ｗ＝5.5～6.5ｍ，Ａ＝758.2㎡

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 志布志市建設課

交付金事業の担当課室 志布志市建設課

条件付一般競争入札舗装打換工事 有限会社政盛建設（志布志市） 5,557,000

4,400,000 4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000

総事業費 6,005,000 5,557,000
令和５年度～令和６年度総事業費

11,562,000

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 令和６年度

115.0

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 145.0 104.3

整備を行う市道の延長

活動実績 ｍ 145.0 120.0

活動見込 ｍ 100.0

評価年度の設定理由

第２次志布志市総合振興計画後期基本計画の終期の翌年度に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　昭和・弓場ヶ尾線の道路舗装を行ったことにより、舗装の修繕率が2.3％向上し、車両運行時の振動が軽減され、福祉の
向上が図られました。
　「舗装の修繕率」については、令和９年度に改めて達成度合いを測定予定です。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
3,025,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
内之浦銀河アリーナ高圧引込改
修事業

肝付町 2,400,000 2,400,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　内之浦銀河アリーナ高圧引込改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　肝付町公共施設等個別施設計画（令和３年度～令和12年度）
　　第２章　施設の維持管理に関する方針

方針２　公共施設の計画的な予防保全の実施により長寿命化を図る
本町では予防保全の考え方を取り入れることにより、施設の長寿命化及び財政負担の平準化を図る。
その際、ライフサイクルコストの考え方により、改修・更新時の企画、設計段階において、その後の
維持管理コストの最適化を検討する。

【目標】
　内之浦銀河アリーナの利用人数　20,000人（令和７年度）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 肝付町

交付金事業実施場所 肝属郡肝付町南方地内

交付金事業の概要

　内之浦銀河アリーナは平成16年に整備されてから現在に至るまで電源設備の更新は行っておらず、停電等の重大事故を
防止するために，電源立地地域対策交付金を活用し，更新推奨時期を経過している箇所及び更新推奨時期に到達する箇所
の更新を行いました。

【事業量】
　　電気設備改修一式

・開閉器
・ケーブル
・端末処理材　耐塩型
・端末処理材　屋内用
・引込金物（高圧）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

内之浦銀河アリー
ナの利用人数
20,000人

令和７年度の内之
浦銀河アリーナの
利用人数

成果実績 人

目標値 人 20,000

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

　事業実施翌年度（令和７年度）の実績により評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用することで、耐用年数を超えた内之浦銀河アリーナの電気設備を更新し、設備破損による周辺施設及び
住宅への波及事故を未然に防ぐことができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

電気設備更新一式

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

総事業費 3,025,000

交付金充当額 2,400,000

2,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 肝付町教育委員会支所（内之浦銀河アリーナ）

交付金事業の担当課室 肝付町教育委員会支所（内之浦銀河アリーナ）

指名競争入札高圧引込改修 株式会社九電工　鹿屋営業所（鹿屋市） 3,025,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
2,618,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
肝付町コミュニティーセンター
備品購入事業

肝付町 2,400,000 2,400,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 　　　　令和８年度

令和７年度各種会
議等における使用
回数60回

令和７年度各種会
議等での使用回数

成果実績 回

目標値 回 60

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　肝付町コミュニティーセンター備品購入事業

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 肝付町

交付金事業実施場所 肝属郡肝付町新富地内

交付金事業の概要

　肝付町コミュニティーセンターで使用している長机は机上に穴が空いているもの，キャスターが破損しているものや耐
用年数を超えているものが多い状況です。会議等で職員だけでなく，外部の方々も使用するため，破損に伴い事故が起こ
らないよう，電源立地地域対策交付金を活用し，備品の更新を行いました。

【事業量】
　長机40脚の購入（形状：1800mm×450mm，キャスター付き，棚板幕板付き，折りたたみ可能，色：ブラック）

【主要政策・施策】
　肝付町公共施設等個別施設計画（令和３年度～令和12年度）
　　第２章　施設の維持管理に関する方針
　　　第１節　基本的な方針
　　　　２．基本方針まとめ
　　　　　方針２　公共施設の計画的な予防保全等の実施により長寿命化を図る
　　　　　　　　・本町では予防保全の考え方を取り入れることにより，施設の長寿命化及び財政負担の平準化を図る。
　　　　　　　　その際，ライフサイクルコストの考え方により，改修・更新時の企画，設計段階において，その後の維
　　　　　　　　持管理コストの最適化を検討する。

【目標】
　令和７年度各種会議等における使用回数60回（5回/月×12ヶ月）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 肝付町総務課

交付金事業の担当課室 肝付町総務課

指名競争入札長机の購入 株式会社久永　鹿屋営業所（鹿屋市） 2,618,000

2,400,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 2,618,000

交付金充当額 2,400,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

長机の更新台数

活動実績 脚 40

活動見込 脚 40

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施翌年度（令和７年度）の実績により評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，机上に穴が空いているもの，キャスターが破損しているものや耐用年数を超えている長机を更
新することができ，職員及び町民の破損箇所による事故の予防ができました。また，各種会議等の円滑な推進に寄与する
ことができました。
　各種会議等における使用回数については，令和７年度の実績をもって令和８年度に達成度合いを測定し，評価します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
6,475,595

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
川東用水路改修工事

錦江町 4,500,000 4,500,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　川東用水路改修工事

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次錦江町総合振興計画（全面改訂版）（令和３年度～令和６年度）（令和２年度策定）
　　５．多様性を活かした農業によるまちづくり
　　　１　農業所得の向上
　　　　（３）力強い生産基盤の確立
　　　　　農業の生産性向上に向けて、農地やハウス等の農業関連施設など、生産基盤の整備を図るとともに、
　　　　　農業用水などの保全管理や就農者が作業しやすいほ場整備に努め、農業生産基盤の維持・増進を図
　　　　　ります。

　錦江町総合戦略（令和２年度～令和６年度）
　６基本戦略概要及び具体的施策、個別目標等
　　２）『しごと』づくり
　　　④数値目標（KPI/重要業績指標）
　　　　Ⅰ　令和７年の農業産出額：118億円

　目標：令和７年度の農業産出額：118億円

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 錦江町

交付金事業実施場所 錦江町田代川原地内

交付金事業の概要

　二級河川雄川の上流に位置する川東用水路は、川原地区の約２０ha（受益者約１２０名）の水田を灌漑するとともに防
火用水としても重要な役割を果たしています。
　この用水路の大部分が土側溝であり、大雨時に法面浸食、土砂の堆積等により通水断面の確保が困難になり、氾濫を起
こす可能性が高くなっています。土側溝からコンクリートの三面張水路へ改修することにより、通水が改善し土砂堆積が
軽減されるとともに、堅固な水路により法面が保護され氾濫防止に繋がり、管理の負担軽減が見込まれるため、水路の改
修に交付金を活用しました。

【事業量】
  水路工　L=24ｍ
　三面張水路工1,500×1,000×2,000　L=17ｍ、暗渠工1,500×1,200×2,000　L=6ｍ、
　暗渠工300×300×2,000　L=2ｍ、2号止水壁工　2式、舗装工　20㎡、コンクリート舗装工ｔ=10㎝　20㎡、
　メンテナンスフリー工　3㎡、防護柵工　10ｍ

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 錦江町役場　田代支所　住民生活課

交付金事業の担当課室 錦江町役場　田代支所　住民生活課

条件付一般競争入札川東用水路改修工事 柴立建設有限会社（錦江町） 6,475,595

4,500,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 6,475,595

交付金充当額 4,500,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

　用水路の改修延長

活動実績 ｍ 24

活動見込 ｍ 24

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 　　　　令和７年度

農業産出額
118億円

令和７年度の町の
農業産出額

成果実績 億円

目標値 億円 118

達成度 ％

評価年度の設定理由

事業実施の翌年度の数値により評価を行います。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、川東用水路の改修を進められています。今後も継続的に改修を行い、全工区の完了を目指しま
す。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
3,847,800

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
コミュニティバス更新事業

南大隅町 3,847,800 3,847,800

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 　　　　令和７年度

10人乗りワゴン車
更新以降、充当路
線における利用者
数の増加（1年間
102％）

（更新車両充当路
線における当該車
両導入後1年間の
利用者数÷導入前
1年間の利用者
数）×100

成果実績 ％

目標値 ％ 102

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　コミュニティバス更新事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策･施策】
　南大隅町第２次総合振興計画【後期基本計画】（令和２年度～令和６年度）
　　第４章　自然環境と共生する安全なまちづくり
　　　第３節　道路・交通基盤の整備
　　　　第１項　公共交通の整備
　　　　(1)コミュニティバス等の導入・改善
　　　　　　地域公共交通会議を中心に、運行形態・経路等を検討・協議し、町内全域コミュニティバスの
　　　　　運行を図るとともに、ＡＩ等を活用したデマンド交通や乗合タクシー等の導入、貨客混載等も含め、
　　　　　利用者の利便性の高い本町に合った公共交通の整備・改善を図ります。

【目標】
　10人乗りワゴン車更新以降、充当路線における利用者数の増加（1年間102％）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南大隅町

交付金事業実施場所 南大隅町佐多伊座敷地内

交付金事業の概要

　
　本町佐多地域で運行している現コミュニティバスは、平成21年に取得してから約14年が経過しており、走行距離も
125,000㎞を超え、経年による老朽化及び機能低下により部品交換や修繕が多くなっていたことから、電源立地地域対策交
付金を活用してワゴン車を更新しました。
　車両の更新によって、高齢者や運転免許証返納者等の交通弱者の外出機会が促進され、地域住民の安全・安心の強化が
図られることが期待されます。

【事業量】
　10人乗りワゴン車１台
　　・キャラバン送迎タイプ１台
　　・４ドア　２ＷＤ
　　・付属品（ドライブレコーダー、ナビゲーションシステム、電動格納式ステップ他）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 南大隅町企画観光課

交付金事業の担当課室 南大隅町企画観光課

指名競争入札
10人乗りワゴン車（コミュニティバス）
購入

有限会社　カードック根占（南大隅町） 3,847,800

3,847,800

交付金事業の契約の概要

総事業費 3,847,800

交付金充当額 3,847,800

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

10人乗りワゴン車更新台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

 事業完了翌年度にかけて、更新車両充当路線における当該車両導入後1年間の利用者数の実績によって評価

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業により、経年劣化が進んでいたコミュニティバスの更新を行うことができ、高齢者や運転免許証返納者等の交通
弱者の外出機会が促進され、地域住民の安全・安心の強化が図られました。
　引き続き、利用者の利便性の高い本町に合った公共交通の整備・改善に努めます。
　なお、「10人乗りワゴン車更新以降、充当路線における利用者数の増加（1年間102％）」については、令和７年度に改
めて達成度合いを評価します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
1,245,200

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
乗用芝刈機購入事業

南大隅町 1,042,000 1,042,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

令和７年度の乗用
芝刈機使用日数50
日

令和７年度町有施
設等における乗用
芝刈機使用日数

成果実績 日

目標値 日 50

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　乗用芝刈機購入事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策･施策】
　南大隅町第２次総合振興計画【後期基本計画】（令和２年度～令和６年度）
　　第３章　誇りのもてる教育・文化のまちづくり

第５節　スポーツの振興
第１項　生涯スポーツの振興
（4）社会体育施設の整備と有効活用

町民が「いつでも、どこでも、だれでも」利用できるスポーツ・レクリエーション施設として、
屋内外の運動場や根占自転車競技場を生涯スポーツの拠点となるよう利用推進を図ります。

【目標】
　令和７年度の乗用芝刈機使用日数50日（メイン稼働時期５月～10月）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南大隅町

交付金事業実施場所 南大隅町根占川北地内

交付金事業の概要

　南大隅町では教育振興課が鹿児島県根占自転車競技場の維持管理を行っているほか、町グラウンド、佐多山村交流セン
ター等の町有施設や、旧大泊小学校跡地のグラウンドの芝生整備や芝刈り等の維持管理を行っていますが、現乗用芝刈機
（１台保有）は、平成20年に取得してから約15年が経過しており、経年による老朽化及び機能低下により部品交換や修繕
が多くなっていることから、電源立地地域対策交付金を活用して乗用芝刈機を購入しました。

【事業量】
　乗用芝刈機１台の購入
　　やまびこ乗用モア：RM984X/K　刈幅975mm
　　付属品（けん引式スイーパー50SWP26C）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 南大隅町企画観光課

交付金事業の担当課室 南大隅町教育振興課

指名競争入札乗用芝刈機購入 梅木農林機工株式会社（南大隅町） 1,245,200

1,042,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 1,245,200

交付金充当額 1,042,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

乗用芝刈機更新台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

機器整備後１年間の実績で評価を行うため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業により、経年劣化が進んでいた乗用芝刈機の更新を行うことができ、スポーツ・レクリエーション施設の環境の
整備と有効活用の強化が図られました。
　引き続き、町民が気軽に利用できる安全・安心なスポーツ・レクリエーション施設の環境の向上及び適切な管理に努め
ます。
　なお、「乗用芝刈機使用日数50日」については、令和７年度に改めて度合いを評価します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
2,585,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
住用町地区行事用備品整備事業

奄美市 2,585,000 2,585,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 　　　　令和７年度

２大行事に対する
フレームテント稼
働率80％

令和７年度の２大
行事で使用するフ
レームテント数÷
フレームテント全
体数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 80

達成度 ％

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　住用町地区行事用備品整備事業

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 奄美市

交付金事業実施場所 奄美市住用町大字西仲間地内

交付金事業の概要

　住用町における２大行事である三太郎まつりと町民体育祭を開催するにあたりフレームテントが１５張必要ですが、現
在４張しかなく、不足分に対しては各集落から借用して対応をしています。今の状況であれば，借用中に破損があった場
合の責任問題や、集落のテントが故障で利用できなかった場合に行事の開催が困難になってくることから，今後の２大行
事やその他の行事の活用のため、フレームテントの整備に交付金を充当しました。
　
【事業量】
　フレームテント４号（2.0間×3.0間）11張

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　奄美市総合計画「未来の奄美市づくり計画」（令和６年度～令和20年度）
　　【つながり】３．未来を担う次世代へ「しまの誇り」を継承しよう
　　　　　　　　３－１）しまで学ぼう　しまに学ぼう
　　　　　　　　　　　○世代を超えた交流の活性化
　　　　　　　　３－３）みんなで「しまさばくり」をしよう
　　　　　　　　　　　○市民と行政の協働（集落や地域活動の活性化）

【目標】
　２大行事に対するフレームテント稼働率80％（令和７年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 奄美市住用総合支所地域総務課

交付金事業の担当課室 奄美市住用教育支所地域教育課

指名競争入札フレームテント購入 有限会社カワテック（奄美市） 2,585,000

2,585,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 2,585,000

交付金充当額 2,585,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100.0

フレームテント更新

活動実績 張 11

活動見込 張 11

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施翌年の１年間の実績により評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，住用町地区における行事用備品を整備したことで，住用町における２大行事である三太郎まつ
りと町民体育祭を開催するためのテント不足が解消されました。
　また，各集落所有テントを借用中に破損があった場合の責任問題や，集落のテントが故障で利用できなかった場合の行
事開催も円滑に図られました。今後も本交付金事業で整備したテントを住用町内における各種行事において活用してまい
ります。
　なお，「２大行事に対するフレームテント稼働率」については，令和７年度に改めて度合いを評価します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
5,005,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
避難所用畳購入事業

姶良市 5,000,000 5,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　避難所用畳購入事業

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 姶良市

交付金事業実施場所 姶良市加治木町本町地内

交付金事業の概要

　避難所に畳を敷くことで被災者が苦痛なく座ったり横になったりすることができ、被災者の健康を維持し、災害関連死
を減らせると考えます。また、市民が普段から楽しくスポーツ等をするためには、拠点となる施設の備品整備が重要で
す。避難所の良好な生活環境を確保するため、電源立地地域対策交付金を活用し，本市の主要な避難所の備蓄品を整備し
ました。

【事業量】
・避難所用畳　200枚（黄色100枚，緑100枚）
幅910mm×長さ1,820mm×厚さ60mm

・畳運搬車８台
台車底部コンパネ付、ウレタンキャスター付（ベアリング内蔵、前後左右四輪自在）
運搬可能枚数　25枚

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　姶良市地域防災計画
　　第２編　一般災害対策編

第１章　災害予防
第９節　避難体制の整備

第１　避難所等の指定・確保、安全性の点検
２　避難所等の確保と整備

（３）避難所等の整備
避難所に指定した建物には、避難生活の環境を良好に保つよう日ごろから整備に努めるものとす

る。
特に女性や高齢者等の避難生活に配慮した環境の整備に努める。

（４）避難所等における備蓄等の推進
避難所の被災者へ迅速かつ的確に援護活動を実施するため、必要最小限の物資の備蓄に努める。

【目標】
　姶良市全体の備蓄品整備率31％（令和７年度）

事業期間の設定理由



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和7年度

姶良市全体の備蓄
品整備率31％

令和７年度時点で
備備蓄品が整備さ
れた主要避難所/
姶良市全体の備蓄
品が不足する避難
所×100

成果実績 ％

目標値 ％ 31

達成度 ％

評価年度の設定理由

事業完了が年度末のため，事業実施翌年度早期に評価をします。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　畳，畳運搬車を購入し，避難所に畳を敷くことで被災者が苦痛なく座ったり横になったりすることができ，大規模災害
のような避難が長期化する場合でも避難者や避難所の管理者が安心して過ごせるなど防災体制の充実にも寄与できると考
えます。
　また，市民が普段から楽しくスポーツ等をするためには，拠点となる施設の備品整備が重要であり，公設避難所の施設
設備充実を図ることにより，普段市民が利用する公設避難所の防災設備を拡充することで，市民の防災意識向上にも貢献
し，災害時に避難者がより安心して避難できる施設となり，素早い避難につながると考えます。
　「姶良市全体の備蓄品整備率」については，令和７年度に改めて度合いを確認します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100

避難所用畳購入枚数

活動実績 枚 200

活動見込 枚 200

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

総事業費 5,005,000

交付金充当額 5,000,000

5,000,000



交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 姶良市総務部危機管理課

交付金事業の担当課室 姶良市総務部危機管理課

指名競争入札避難所用畳購入 スポーツタカヤマ（姶良市） 3,960,000

畳運搬車購入 指名競争入札 スポーツタカヤマ（姶良市） 1,045,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
災害対策用資機材等整備事業

日置市 6,332,795 6,332,795

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
6,332,795



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　日置市応急対策備蓄計画（平成28年度～令和７年度）令和５年度改訂版
　　１　総則

１－２　基本的な考え方
●大規模災害時には，家屋の倒壊や消失等により，多数の避難者や負傷者が発生することが予想されること

から，行政備蓄として平時から食糧，生活用品及び資機材の備蓄を行う必要がある。

【目標】
  備蓄計画の目標数量達成12.98％（平成28年度）→目標100％（令和６年度）

※うち避難想定食の目標数量達成 7.65％（平成28年度）→目標100％（令和６年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日置市

交付金事業実施場所 日置市伊集院町ほか６件

交付金事業の概要

  日置市では，日置市応急対策備蓄計画に基づき，災害時に備えた資機材等を年次的に整備しています。
　今年度は，電源立地地域対策交付金を活用し，避難想定食35,600食の一部を整備すると共に，避難所における避難者の
安定した生活環境の整備のため，クーリングシェルター対策も兼ねた代替対応のため室内冷風機を導入し，円滑な避難所
運営を図りました。

【事業量】
（消耗品）
　〇災害備蓄用アルファ化米3,600食，〇レトルト食品1,000食
　〇防災保存食（汁物）360食，〇レトルトパン1,460食，〇米粉クッキー336個
　〇災害備蓄用ペットボトル飲料水（２L）1,020本，〇災害備蓄用ペットボトル飲料水（500mL）3,168本

（備品）
　〇避難所用スポットクーラー30台（災害時指定避難所26か所+災害対策拠点施設用４か所）

措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　災害対策用資機材等整備事業

番号



うち文部科学省分

うち経済産業省分 17,000,000 16,390,531 6,332,795

交付金充当額 17,000,000 16,390,531 6,332,795

総事業費 21,160,080 16,390,531 6,332,795
平成28年度～令和６年度総事業費

164,247,958円
※令和６年度は上期、下期合算

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

4,940 6,756

達成度 ％ 100 136 100

令和６年度

避難想定食の整備量

活動実績 食 3,600 6,736 6,756

活動見込 食 3,600

事業期間の設定理由 日置市応急対策備蓄計画の目標数量達成まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和6年度

評価年度の設定理由

日置市応急対策備蓄計画のうち避難想定食の目標数量達成期間の終期まで

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　日置市応急対策備蓄計画の目標数量の達成に向けて、物資等を計画的に購入しました。
　今後も、目標数量の達成と計画的な更新を考慮し、災害時も速やかに対応できる備蓄体制を整えます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

成果目標 成果指標 単位 評価年度

備蓄計画のうち避難想
定食の目標数量達成度
100％

令和６年度末時点
の整備済数量÷整
備計画目標数量×
100

成果実績 ％ 100

事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100



契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 日置市総務企画部総務課

備品購入（避難所用スポットクーラー） 指名競争入札 株式会社シリウス（日置市） 2,673,000

交付金事業の担当課室 日置市総務企画部総務課

物品購入（災害用備蓄用食料品） 指名競争入札
日本乾溜工業株式会社　鹿児島支店

（鹿児島市）
2,848,564

物品購入（災害時備蓄用飲料水） 指名競争入札
株式会社ナカムラ消防化学　鹿児島営業所

（鹿児島市）
811,231

交付金事業の契約の概要



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
6,802,400

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
消防本部防火衣等整備事業

日置市 6,000,000 6,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　消防本部防火衣等整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次日置市総合計画（平成28年度～令和７年度）
　　第２節　豊かな自然と調和し，安全で安心して生活できる快適なまちづくり【生活環境】
　　　２　災害・非常事態に対応できる消防・防災体制の確立（消防・防災等）
　　　（1）消防・救急体制の充実
　　　　ア　災害時における消防隊員の活動能力の向上に努めるとともに、消防団との連携・訓練を強化し、消防活動
　　　　　体制の充実を図ります。併せて、消防車両や装備など資機材の充実を図ることで、消防力の向上に取り組み
　　　　　ます。

【目標】
　消防隊員の防火衣の目標数量達成度　100％（令和６年度）

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日置市

交付金事業実施場所 日置市伊集院町徳重他2件

交付金事業の概要

　日置市消防本部では、第２次日置市総合計画に基づき、人的機動力の育成、資機材等の充実による消防力の向上及び消
防団の再編推進と団員の確保に努めています。
　今年度は、昨年度同様災害時における消防隊員の活動能力の向上のため、耐用年数を過ぎたものや経年劣化している防
火衣の整備に交付金を充当しました。

【事業量】
　○防火衣16着（上・下）、防火帽16個、防火靴16足、安全帯16個

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 日置市消防本部車両・資機材等整備計画の目標数量達成まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

令和６年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

消防隊員の防火衣の目
標数量達成度100％

令和６年度末時点
の整備済数量÷整
備計画目標数量×
100

成果実績 ％ 100



うち文部科学省分

うち経済産業省分

16

活動見込 式 10

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施の最終年度に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金を活用し、災害・非常事態に対応できる消防・防災体制の確立に向けて、防火衣等を購入しました。
　購入した防火衣等を活用することにより、災害時における消防隊員の活動能力が向上しました。
　今後も、目標数量の達成と計画的な更新を考慮し、消防隊員の現場での安全対策が充実するとともに、人命被害を軽減
し住民の安全、福祉の向上を図るための整備を進めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

10 16

達成度 ％ 100 100 100

令和６年度

防火衣の整備量

活動実績 式 10 10

交付金充当額 3,000,000 3,000,000 6,000,000

総事業費 3,421,000 3,773,000 6,802,400
令和２年度～令和６年度の総事業費

20,684,400円

3,000,000 3,000,000 6,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 日置市消防本部総務課

防火衣等購入 指名競争入札 有限会社武田ファイテック（鹿児島市） 6,802,400

交付金事業の担当課室 日置市消防本部総務課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
88,000,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
薩摩川内市総合運動公園施設維
持補修基金造成事業

薩摩川内市 88,000,000 88,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

達成度 ％

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　薩摩川内市総合運動公園施設維持補修基金造成事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　　政策Ⅴ　教育文化　次世代を担う人と文化を育むまちづくり
　　　施策５　スポーツ活動を楽しむ環境整備
　　　　①生涯スポーツの推進
　　　　  ◆地区コミュニティ協議会やスポーツ推進委員と連携し，地域のスポーツ・レクリエーション活動な
          どの環境づくりを推進します。
 
【目標】
　 安心で安全なスポーツ施設の整備，競技スポーツの振興，指導者養成の支援をします。

事業開始年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 薩摩川内市

交付金事業実施場所 薩摩川内市運動公園町

交付金事業の概要

　
　薩摩川内市総合運動公園は，総合体育館，野球場及び陸上競技場などを整備しており，年間約40万人に利用され，県内外
から非常に評価が高い施設となっており，薩摩川内市のスポーツ活動の拠点として必要不可欠な施設であります。
　今後も，長期間にわたって有効活用し，効率的に修繕するため，基金造成し，長期的な施設維持補修を行います。
　
【事業内容】
　薩摩川内市総合運動公園施設維持補修に係る基金造成
  　対象施設：多目的運動広場，テニスコート，野球場，陸上競技場，全天候型運動広場，投球・打撃練習場
　　工事内容：維持補修に係る修繕
　　対象期間：基金造成　令和２年度～令和９年度
　　　　　　　修繕工事　令和５年度～令和11年度

令和2年度 事業終了（予定）年度 令和11年度

事業期間の設定理由 薩摩川内市総合運動公園施設維持補修基金事業実施計画の期間による

令和8年度成果目標 成果指標 単位 評価年度

薩摩川内市総合運動公
園年間利用者数40万人
以上

薩摩川内市総合運
動公園令和7年度
年間利用者数計

成果実績 人

目標値 人 400,000



うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費 170,290,000 20,539,000 88,000,000
令和2年度～令和6年度の総事業費

351,797,000円

円 170,290,000 20,539,000 88,000,000

達成度 ％ 100 100 100

交付金事業の総事業費等 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

　薩摩川内市総合運動公園施設維持補修基金事業実施計画における施設修繕等実施の翌年度の指標を成果として評価するた
め。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、本年度も総合運動公園施設維持補修基金事業実施計画に基づき、基金積み立てを行うことができ
ました。次年度についても、計画に基づいた活動を行うこととし、成果目標については令和８年度に改めて評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度

総合運動公園施設維持補修に係る基金事
業実施計画に基づく基金積立

活動実績 円 170,290,000 20,539,000 88,000,000

活動見込

交付金充当額 170,290,000 20,539,000 88,000,000

170,290,000 20,539,000 88,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 薩摩川内市　経済シティセールス部　経済政策課

基金造成 積立 － 88,000,000

交付金事業の担当課室 薩摩川内市　経済シティセールス部　経済政策課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

備 考

総事業費
2,090,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
城之口水源地塩素注入設備購入
事業

さつま町 1,100,000 1,100,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次さつま町総合振興計画　後期基本計画（令和３年度～令和７年度）
　＜基本目標Ⅶ＞みんなに優しく魅力あふれるまち
　　基本施策23　安心・安全な水が安定供給されるまちづくり
　　　　　　（１）良質な水道の安定供給
　　　　       ◆水道法に基づき実施している原水や浄水の水質検査結果の監視・公表を継続するとともに，突発的な
　　　　　　　　水質異常にも対応できるよう関係機関との連携強化を図ります。
　　　　        基本項目の展開：②水質検査結果の監視・公表

【目標】
　残留塩素濃度が0.1mg/L以上の保持率100％（令和７年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 さつま町

交付金事業実施場所 さつま町船木地内

交付金事業の概要

　城之口水源地は，昭和63年度から平成元年度にかけて本町中心部への給水のために整備されました。塩素注入設備は平
成16年度に更新していますが，設置後20年が経過し，近年，修繕の頻度も高くなっており，修繕の際に必要な部品につい
て製造元から供給できないものが増えメンテナンスが困難となっています。
　また，水道法において残留塩素濃度の規定があるため，安定した薬品注入は不可欠となります。
　第２次総合振興計画で定めている「良質な水道の安定供給」に基づき，残留塩素濃度を正確に保ち給水区域内の水道水
を安心して使用できるように塩素注入設備を購入しました。
　
【事業量】
　注入ポンプ２台，貯留タンク(50Ｌ)２台，液位計２台

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　城之口水源地塩素注入設備購入事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

成果実績 ％

目標値 ％ 100
残留塩素濃度が
0.1㎎/L以上の保
持率100％

残留塩素濃度が
0.1㎎/L以上の日
数÷365（令和７
年度の日数）×
100 達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、給水区域内の水道水の残留塩素濃度を安定させることができました。今後も機器の維持管理を
徹底し、水質事故がないように努めていきます。
　「残留塩素濃度が0.1㎎/L以上の保持率100％」については、令和８年度に改めて達成度合いを評価する予定です。

評価年度の設定理由

機器設置後1年間の実績で評価を行うため。

無

達成度 ％ 100

塩素注入設備（注入ポンプ、貯留タ
ンク、液位計）購入台数

活動実績 台 2

活動見込 台 2

塩素注入設備購入 指名競争入札
株式会社ウォーターテック西日本支店

(福岡県福岡市)
2,090,000

交付金事業の担当課室 さつま町水道課

1,100,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 さつま町水道課

総事業費 2,090,000

交付金充当額 1,100,000

交付金事業の総事業費等 令和6年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和6年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

備 考

総事業費
557,499

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
防災資機材等備蓄事業

鹿児島市 557,499 557,499

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　防災資機材等備蓄事業

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第六次鹿児島市総合計画　前期基本計画（令和４年度～令和８年度）
　　基本目標４　自分らしく健やかに暮らせる安心安全なまち

基本施策５　命を守る危機管理・防災力の向上
単位施策Ⅱ　市民との協働による防災対策の推進

地域における防災体制の充実と関係機関の連携
・感染症等にも対応する防災資機材等の備蓄など、避難所機能の充実

【目標】
　「災害に強いまちである」と感じる市民の割合

現況35.5％　→　45.0％（令和８年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿児島市

交付金事業実施場所 鹿児島市山下町ほか９件

交付金事業の概要

　大規模災害が発生した際の緊急物資の備蓄体制を整備するため、備蓄に関する行政、市民、事業者各々の立場での考え
方を整理するとともに、本市における備蓄の基本的な方向性を示すことを目的に備蓄計画を策定し、発災直後に避難所で
必要な資機材等を７８の小学校区の拠点となる避難所等及び本庁・８支所（１０箇所）に分散して備蓄することによ
り、防災対策の強化を図るものです。これらの経費のうち保存期間を経過する備蓄物資の入替物資購入費用に交付金を充
当しました。備蓄物資の点検及び入替により、整備した備蓄物資が適正に管理され防災力の向上が期待されます。

【事業量】
ウェットティッシュ（20枚入）：3,625個、消毒用アルコール（300ml）：８本、
乾電池単三形（20本入）：55箱、乾電池単四形（12本入）：98箱、
マスク（50枚入）：子供用46箱、マスク（50枚入）：大人用193箱、
おしりふき（１個30枚入）：241個、哺乳瓶消毒液：96個
※令和６年度末までに保存期間が到来する物資



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度

成果実績 ％

目標値 ％ 45
「災害に強いまち
である」と感じる
市民の割合45.0％

令和８年度市民意
識アンケート調
査：「災害に強い
まちである」と回
答した人数÷アン
ケート回答者数×
100

達成度 ％

備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

4,495

評価に係る第三者機関等の活用の有無

総事業費 355,718 702,330 557,499
令和4年度～令和6年度の総事業費

1,615,547円

交付金充当額 290,000 702,330 557,499

290,000 702,330 557,499

4,362

達成度 ％ 100 100 100

令和６年度

当該年度における備蓄物資（ウェッ
トティッシュ等）購入量

活動実績 個 1,646 4,495 4,362

活動見込 個 1,646

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

評価年度の設定理由

第六次鹿児島市総合計画前期基本計画の評価年度であるため。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　大規模災害が発生した際の緊急物資の備蓄計画に基づき、発災直後に避難所で必要な資機材等を７８の小学校区の拠点
となる避難所等及び本庁・８支所（１０箇所）に分散して備蓄していますが、今回保存期間を経過する備蓄物資の入替物
資を購入したことにより、防災対策の強化を図ることができたものと考えております。
　「「災害に強いまちである」と感じる市民の割合」については、令和8年度に改めて達成度合いを測定予定です。

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度



資機材購入（ウエットティッシュ） 随意契約（特命） 株式会社一丸商店（鹿児島市） 206,951

交付金事業の担当課室 鹿児島市危機管理課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鹿児島市危機管理課

資機材購入（哺乳瓶消毒液） 随意契約（特命） 有限会社宇治野紙商店（鹿児島市） 84,480

資機材購入（消毒用アルコール） 随意契約（特命） 有限会社宇治野紙商店（鹿児島市） 6,160

資機材購入（乾電池単三形） 随意契約（特命） 有限会社宇治野紙商店（鹿児島市） 63,525

資機材購入（乾電池単四形） 随意契約（特命） 有限会社宇治野紙商店（鹿児島市） 83,006

資機材購入（マスク） 随意契約（特命） 有限会社宇治野紙商店（鹿児島市） 73,612

資機材購入（おしりふき） 随意契約（特命） 有限会社宇治野紙商店（鹿児島市） 39,765



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

備 考

総事業費
2,609,996

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
災害対策用資機材等整備事業

日置市 2,600,000 2,600,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

成果実績 ％

目標値 ％

100

100
備蓄計画のうち備
蓄消耗品の目標数
量達成度100％

令和６年度末時点
の整備済数量÷整
備計画目標数量×
100

達成度 ％ 100

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　災害対策用資機材等整備事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

　
　日置市では、日置市応急対策備蓄計画に基づき、災害時に備えた備蓄品や資機材等を年次的に整備しています。
　今年度の下期では、市内全公立学校（小・中・義務教育学校）へ非常用に備蓄してある飲料水の更新時期にあたるため
入替整備すると共に、各避難所において衛生用品等を購入し、避難者が衛生的で安心して避難生活を送れるよう生活環境
の整備を図りました。

【事業量】
　・災害備蓄用飲料水（500mL）５年保存　4,800本（市内全公立学校用）
　・災害備蓄用飲料水（500mL）10年保存　3,168本（市内各避難所等用）
　・災害備蓄用飲料水（２L）10年保存　1,020本（市内各避難所等用）
　・災害備蓄用衛生用品（小児用おむつ（Ｓ、Ｍ、Ｌ各４箱）、大人用おむつ（Ｓ、Ｍ各４箱）、
　　トイレットペーパー30箱）合計50箱（（市内各避難所等用）
　・災害備蓄用女性用品（1セット）４箱（市内各避難所等用）

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　日置市応急対策備蓄計画（平成28年度～令和７年度）令和５年度改訂版
　　１　総則
　　　１－２　基本的な考え方
　　　　●大規模災害時には，家屋の倒壊，焼失等により，多数の避難者，負傷者が発生することが
        予想されることから，行政備蓄として平時から食糧，生活用品及び資機材の備蓄を行う必要
        がある。

【目標】
　備蓄計画の目標数量達成　12.98％（平成28年度）→目標100％（令和6年度）
　※うち備蓄消耗品の目標数量達成　7.65％（平成28年度）→目標100％（令和6年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度

日置市

交付金事業実施場所 日置市伊集院町ほか６件

交付金事業の概要



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の総事業費等 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

4,188

評価に係る第三者機関等の活用の有無

総事業費 21,160,080 16,390,531 2,609,996
平成28年度～令和６年度の総事業費
                  164,247,958円

※令和６年度は上期、下期合算

交付金充当額 17,000,000 16,390,531 2,600,000

交付金事業の担当課室 日置市総務企画部総務課

17,000,000 16,390,531 2,600,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 日置市総務企画部総務課

物品購入（災害備蓄用飲料水） 指名競争入札
株式会社ヒノデタカ薬品　鹿児島営業所

（日置市）
1,261,176

8,992

達成度 ％ 100 100 100.5

令和６年度

備蓄消耗品の整備量

活動実績 本・箱 4,188 4,188 9,042

活動見込 本・箱 4,188

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

　日置市応急対策備蓄計画のうち備蓄消耗品の目標数量達成期間の終期まで

無

物品購入（災害備蓄用衛生用品） 指名競争入札
株式会社ヒノデタカ薬品　鹿児島営業所

（日置市）
1,348,820

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　日置市応急対策備蓄計画の目標数量の達成に向けて、物資等を計画的に購入しました。
　今後も、目標数量の達成と計画的な更新を考慮し、災害時も速やかに対応できる備蓄体制を整えます。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

備 考

総事業費
2,948,880

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
災害対策用ワンタッチテント購
入整備事業

日置市 2,948,880 2,948,880

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次日置市総合計画（平成28年度～令和７年度）
　　第３編　基本計画

第１章　分野別計画
第２節　豊かな自然と調和し、安全で安心して生活できる快適なまちづくり

２　災害・非常事態に対応できる消防・防災体制の確立（消防・防災等）
（１）消防・救急体制の充実

ア 災害時における消防隊員の活動能力の向上に努めるとともに、消防団との連携・訓練を強化し、消防
活動体制の充実を図ります。併せて、消防車両や装備など資機材の充実を図ることで、消防力の向上に
取り組みます。

【目標】
　日置市防災訓練、鹿児島県原子力防災訓練等で設置訓練等を行い、また、毎月点検時にテント作成訓練と、同時にテン
トの点検も行い、非常時に備える。　12回/年以上　（令和７年度）

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日置市

交付金事業実施場所 日置市伊集院町徳重ほか18件

交付金事業の概要

 日置市消防本部では、第２次日置市総合計画に基づき、人的機動力の育成、資機材等の充実による消防力の向上及び消防
団の再編推進と団員の確保に努めています。
　今年度は、災害時を考慮した災害対策用ワンタッチテント整備に交付金を充当しました。
　災害発生時に消防団員が、現場及び避難所運営を行う際の拠点として利用し、消防団員の負担と市民サービスの維持が
期待されます。

【事業量】
・ワンタッチイベントテント　20張
・横幕(３メートル)　12枚
・横幕(６メートル)　12枚

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　災害対策用ワンタッチテント購入整備事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

成果実績 回

目標値 回 12

職員、団員の救助
技術向上のため定
期的な訓練での使
用回数　12回/年
以上

令和７年度の定期
的な訓練での使用
回数

達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の定性的な成果及び評価等

 災害・非常事態に対応できる消防・防災体制の確立に向けて、災害対策用ワンタッチテントを購入しました。
購入した災害対策用ワンタッチテントを活用することにより、災害時や猛暑時における市民の安心安全の向上を目指しま
す。
　今後も、目標数値の達成と計画的な更新を苦慮し、市民の災害での安全対策が充実するとともに、人命被害を軽減し
住民の安全、福祉の向上を図るため整備を進めます。
　「令和７年度の定期的な訓練での使用回数」については、令和８年度に改めて達成度合いを評価します。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施翌年度（令和７年度）の実績により評価を実施

無

達成度 % 100

災害対策用ワンタッチテント購入整
備量

活動実績 張 20

活動見込 張 20

災害対策用ワンタッチテント購入 指名競争入札 株式会社シリウス（日置市） 2,948,880

交付金事業の担当課室 日置市消防本部総務課

2,948,880

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 日置市消防本部総務課

総事業費 2,948,880

交付金充当額 2,948,880

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和6年度）

（単位：円）

備 考

総事業費
649,000

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助
金事業
消防本部消防ホース整備事業

日置市 649,000 649,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和6年度）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　第２次日置市総合計画（平成28年度～令和７年度）
　　第３編　基本計画

第１章　分野別計画
第２節　豊かな自然と調和し、安全で安心して生活できる快適なまちづくり

２　災害・非常事態に対応できる消防・防災体制の確立（消防・防災等）
（１）消防・救急体制の充実

ア 災害時における消防隊員の活動能力の向上に努めるとともに、消防団との連携・訓練を強化し、
消防活動体制の充実を図ります。併せて、消防車両や装備など資機材の充実を図ることで、消防力の
向上に取り組みます。

【目標】
　令和７年度の消防団の活動現場における無事故率（重大事故）100％

事業開始年度 令和6年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日置市

交付金事業実施場所 日置市伊集院町徳重ほか２件

交付金事業の概要

　日置市消防本部では、第２次日置市総合計画に基づき、人的機動力の育成、資機材等の充実による消防力の向上及び消
防団の再編推進と団員の確保に努めています。
　今年度は、昨年度同様災害時における消防隊員の活動能力の向上のため、耐用年数を過ぎたものや経年劣化している消
防ホースの整備に交付金を充当しました。
　火災現場における消火活動が迅速に行われ、消防力の安全及び充実が期待されます。

【事業量】
・消防ホース　65mm×20m　５本
・消防ホース　50mm×20m　10本
・消防ホース　40mm×20m　２本

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和8年度

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　消防本部消防ホース整備事業

番号 措置名 交付金事業の名称

事業期間の設定理由

成果実績 ％

目標値 ％ 100

消防団の活動現場
における無事故率
（重大事故）
100％

（1-（令和７年度
の活動現場におけ
る重大事故発生件
数÷活動件数））
×100 達成度 ％



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　災害・非常事態に対応できる消防・防災体制の確立に向けて、消防ホースを購入しました。
　購入した消防ホースを活用することにより、災害時おける消防隊員の活動能力が向上しました。
　今後も、目標数値の達成と計画的な更新を苦慮し、消防隊員の安全対策が充実するとともに、人命被害を軽減し住民
の安全、福祉の向上を図るため整備を進めます。
　「令和７年度の消防団の活動現場における無事故率（重大事故）」については、令和８年度に改めて達成度合いを評価
します。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

事業実施翌年度（令和７年度）の実績により評価を実施

無

達成度 ％ 100

消防ホースの整備量

活動実績 本 17

活動見込 本 17

消防ホース購入 指名競争入札 株式会社　熊谷消防設備（鹿児島市） 649,000

交付金事業の担当課室 日置市消防本部総務課

649,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 日置市消防本部総務課

総事業費 649,000

交付金充当額 649,000

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和5・6年度（繰越））

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

総事業費
5,356,660

1
公共用施設に係る整
備，維持補修又は維持
運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策
補助金事業
維持ダンプ整備事業

阿久根市 4,000,000 4,000,000

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和5・6年度（繰越））

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

住民要望対応率
75％

令和７年度に作業
班が対応処理した
件数÷住民要望件
数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 75

達成度 ％

評価年度の設定理由

事業終了翌年度（令和７年度）の実績により評価を実施するため。

1
公共用施設に係る整備，維持補修又
は維持運営等措置

鹿児島県電源立地地域対策補助金事業　維持ダンプ整備事業

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和６年度（繰越）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市鶴見町

交付金事業の概要

　道路維持修繕に関する要望件数は毎年200件程度あり，市民からの要望・苦情も年々増加傾向にありますが，小規模の崩
土・倒木・陥没などの簡易な補修や小規模の伐採は，道路維持作業班で迅速に対応することができます。
　新たなダンプを整備することで，市民や各区からの要望にさらに迅速にきめ細やかな対応が可能となります。
　また，利用者の通行の安全を確保し，市道の機能拡充を図るため，ダンプ整備に交付金を充当しました。

 【事業費】
　 維持ダンプ購入一式（ダブルキャブダンプ１台，全長4,700mm以内，幅1,700mm以内，高さ2,400mm以内，付属品）

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

【主要政策・施策】
　阿久根市まちづくりビジョン（第2期笑顔あふれる阿久根市人口ビジョン及び総合戦略）（令和2年度～令和6年度）
　　基本目標４　快適・安全で潤いとやすらぎのあるまち
　  　基本政策２　暮らしを支える生活基盤の形成
  　　　　　　　②　社会資本等の整備
　　　　　　　　　・市道の補修等適切な維持管理を行うとともに，特に橋りょうについては，橋梁長寿命化修繕計画に
　　　　　　　　　基づき，安全性確保のための改修を進めます。

【目標】
　住民要望対応率　72％（令和４年度）　→　75％（令和７年度）
（令和４年度　住民要望件数161件【うち作業班が対応処理した件数116件】※令和５年１月末現在）

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 阿久根市都市建設課

交付金事業の担当課室 阿久根市都市建設課

維持ダンプ購入 指名競争入札
いすゞ自動車九州株式会社川内支店（薩摩川
内市）

5,356,660

4,000,000

交付金事業の契約の概要

総事業費 5,356,660

交付金充当額 4,000,000

交付金事業の総事業費等 令和５年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 % 100

維持ダンプ整備

活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により，新たなダンプを整備することができました。これにより，道路維持修繕に関する市民や各区か
らの要望に対し，迅速，かつ，きめ細やかな対応が期待できます。
　なお，成果目標である住民要望対応率は，令和７年度の実績をもって令和８年度に達成度合いを測定し，評価します。




